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第6回相模湾JBCオーヌンヨットレース

The⑥世hS N凡

CUPOPEN
CmRACE

朝日海洋

Q
一

一

開催日:1991年6月2日（日）［参加者募集中］
参加対象:アマチュアヨット愛好者すべてを対象とする。

参加費用:1艇につき8,000円(8人まで)/9人以上の場合は1人追加こ鶴とに1,000円

賞:参加者全員に参加賞､各クラス優勝～6位にトロフィー､他特別賞を多数用意していま戒

■主催:株式会社朝日海洋

■主管:社団法人日本外洋帆走協会関東支部/STC(セールボート･トレーニング･クラブ）

■後援:神奈川県､三浦市

■協賛:株式会社西洋環境開発

■協力:シーボニス葉山マリーナ､逗子マリーナ

■お申し込み/お問い合せ:相模湾JBCオーブンヨットレース事務局03-5487-8920(朝日海洋内）
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世界は、海でつながっている。
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相模湾葉山沖STCレース海面にて
写真／田口蕃

へ1Z成3年2月17日晴れ渡ったll
,@JI,今llはオフショア取材班と

してSTCの本部船丸十丸に乗せ

てもらい,風も20ノッ|､オーバー

豪快なレース展開が期待出米ると

楽しみにしつつ，スタート海lniに

つくとほとんどの艇がフルメイン，

No.3ゼノアにてスタート海面に集

まってきた。

小松ざん，亀山さんの指示の~1,．

スタッフ全員キビキビと気持ちよ

く働いている。久ぶりに吹いたせ

いかAクラスのスタートはリコー

ル艇はなかったものの，腰がひけ

たかバラバラのスタートで､あった。

kマークに行く間，段々と風ﾉJが

あがりプロ－て､30ノットオーバー

写真上はブローチンク後沈みゆく「ハラカラ｣。写真~Fは当日のレース海面，強い北風が
吹きつけていた

編集長
見聞録
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漁＃

はあったかと,ILI,う。

2，3艇がリタイヤしていき，

他2艇が洲整不足かマス|､を折っ

ていた。

30度風|hlが振れ上マーク打替え

が手際良〈行われ，失礼して濡れ

ない船内がひと眠りしているとな

にやら上が騒がしい。

J24「ハラカラ」が沈して乗員

1人行方不Iﾘlとのこと，レース中

止の合図もそこそこに運営船2艇

遭難者捜索に向かう。現場では写

真にあるようにハルの1部と破れ

たセールがまとわりついたマス|、

の見る無残葱J24が沈していた。

本部船からは，近くの帰港途中

の漁船への捜索協力依頼と，各ハ

ーバーヘ助けて帰った艇がいない

かとの'''1い合わせと，保安庁への

連絡等々，捜索方々漁業無線，船

舶電話て､慌しく連絡をとっていた。

スター|､時当該艇の乗員が本部

船のY旗の指示どおりライフジャ

ケッ|､を着川していたのを確認し

ていたのて鹸，絶対浮いているぞ，

なんとか発兄しようと全員気負い

立つが，波頭が凪で､吹き飛び，太

陽は出ているものの逆光の部分は

なにも兄えず，この海にもまれて

いる落水者の気持ちを思うとき焦

りと苛立ちて叡いてもたってもいら

れなかった。

おおよそ3時頃全貝無事と連絡

が入り，よかったな－と全員大声

て､喜び会う。

吹きすさぶ海に沈みつつあるヨ

ットは悲しげて鹸，マストにからむ

千切られたセールのはためきは，

近頃とんと忘れていた恐怖をまざ

まざと脳裏を刻みつけてくれた。

本部船への一報は乗員5人の内

1名行方不lﾘlということて､､あった

が，実際は乗員8名て､あったとい

う。うち男性1人女性7名，兄て

いた艇の証言によると上りて、セー

ルに当たる風を逃がしきらないの

かプローチングして切りあがって

は又戻るというli'jt走て､､，大丈夫か

なと心配しつつ{!!llをllﾘ|L走していた

という。

一安心してからスタッフのﾉﾉ．と

の話の中て､，やはりこんな時は'I,'i

報収拾伝達の手段として参力II艇と

の間，なんかの方法が欲い､，や

はり無線というとVHFがよろし

のて．はないか，と言うことになl),

ついては非会員の方にも会員にな

っていただき,VHF無線機搭城

を勧めなければと一人思う。へ
いままて録何度もあったことだ力

真っ暗闇の荒れた海でスピン帆走

中プローチングして艇が起き上が

るまで，真下に真っ黒の海iriiを足

~|､~に見て恐怖に只なすすべもなく

ライフラインにしがみついたあの

時，ハッチから今|,,|のように水が

入り沈していたからと思うと背筋

が凍る思いがした。

STCの連営も立派だが，今l1'1

の事故の処理に当たっての処理も

沈着にして冷静適切に処理をされ

ていた。STCスタッフの皆さん

に最大級の賛辞を贈りたいと忠う

ものて霧す。
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写真左頁は波にもまれる「ハラカラ」この後，必死の捜索が行われた。写真上は当日快晴，画風のもとでスタートを切った各レース艇

’
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レース当日はこのような豪|央なセーリングシーンも見られたのであSTCの運営スタッフ一同。中央グリーンのウェアが,｣松一憲さん
ったか……

編集部注協会の会員の要望に答えて，小松あいかわらず，ボランティアの

STCとはセイルポート・トレイ－憲さんが有志の方々とポランテ方々の熱意によって運営されてい

ニングクラブの略て醗7年まえに，イアで始めたトレイニングレースます。主なメンバーは小松さん，

ジャパンカッフ．，フリート対抗等です｡最初の頃は6艇からはじめ，亀山さん，鷲尾さん，石田さん，

でのトライアングルコースが盛ん素晴らしいレース運営と運営の尾田さん，山崎さんです。

になるにつれ，スタート，タック，方々の献身的な努力に，7年たつ

シャイビング等その他の基本練習たいまではつねに60艇を越えるエ

をしたいという我が日本外洋帆走ントリーがある。
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木村太郎の〆3〆

日本チャレンジ

応援レポート

恥

日本チャレンジ・木村太郎応援団長

高かつたことによる一種の"有名税”

のようなものと諦めざるを得ないと

ころもあるのてゃす。
へ

2隻の〈ニッポン＞がサンデイー

ゴ到着した頃，地元サンディエゴの

新聞が各|玉|チームの下馬評をまとめ

て今の時点の「ランキング」を発表

しました。ランキングは「資金力」

「艇の性能」「クルーの力量｣をそれ

ぞれ10点づつに＃U分し30点満点て採

点していますが，｜､ツフ･は地元のデ

ニス・コナーのチームで28点，次が

ニュージーランドで27点，そして3

位に我れら「ニッポンチャレンジ」

が26点をIﾉー えられていたのです。そ

の採点の内訳は資金力が10点満点，

艇が8点，クルーが8点となってい

ましたが，コメン|､として「日本の

ハイテクカ艇の開発に寄与していれ

ば,採点はさらに高くなる」とあ吟
ました。

未だに資金ぐI)に頭を痛めている

私たちにしてみれば，資金力て満点

というのは“過大調ili''と思えます

が，「緬斉大I=Iilll本｣とオーバーラッ

プ。して見られるのはしょうが葱い，

というよりもむしろそれを利用して

他チームにう。レッシャーをかけるの

も“かけひきの内”とあえて否定は

しないことにしました。

不満なのはクルーの力量を「8」

に採点されたことです。クリスに率

いられたクルーは現在の世界の超一

流の水準に達していると信じていま

すが，これも5Hにサンデイエゴてﾞ

行われる“プレアメリカズカップ。”

〈ニッポン＞がセーリングを姉め

ると，どこからともなくヘリコフ･タ

ーが飛んできたそうて､､す。それも1

機て､､はな〈3機も。

艇がサンデイエゴに到着し，テス

トセーリングに出た時のことて､した。

クルーたちは初め幸|埴機関のヘリコ

プターか何かと思っていたそうて酔す

が，まとわり方が尋常て穣ないばかり

か，カメラの他に計器のようなもの

て，〈ニッポン＞を狙ってきたので他

のシンジケー|､のスパイ機と分かっ

たということです。

スパイ機はくニッポン＞をあらゆ

る角度から写真に収めるだけでなく，

野球て､､ピッチャーの球速を計る「ス

ピードガン」などを使って艇の‘||能

を捉えようとしたのでした。

しかしスキッパーのクリス・デイ

クソンその時少しもあわてず，メイ

ンシート・’、リマーに少しセールを

出すように指示し，艇のスピード・

ポテンシャルが分からないようには

しらせたのだそうて､す。

次の日はヘリコフ･ターの代わりに

大型のラバーディンギーがll'!てきて

くニッポン＞を追跡していました。

アメリカズカッフ･て､､はレース艇の365

メー|､ル以内には他のシンジケー|、

のサポート艇などは入らないという

不文律があるそうて､すが，そうした

ことにおかまいなく近づいてきて写

真を搬ったり，スピードを計ったり

するそうで，〈ニッポン>のクルーた

ちも「これじゃ練淵もて'きない」と

文句を言っています。

それもこれも「ニッポンチャレン

ジ」に対する前i評1211が異常なほどに

一

I ＝
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先月行なわれた壮行会でガッチリ握手する南波キャプテンとクリス・ディクソン
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とも言える「アメリカズカッフ。級llt

界選手権」を境に1羽mが変わってく

るだろうと，あえてこの詔Ⅲも黙殺

することにしました。

問題は艇の性能です。技術陣を率

いた野本謙作光/'2は絶対のIMifをお

持ちて､すが，こればかりは他の艇と

はしり合わせてみなければ分からな

いからです。しかしそれは他のチー

義とても同じなのです。そこて．ll*
ノ艇がはしりだすと執勘に追跡が始

まったということなのでしょうが，

もう一つ地元紙がコメントて､触れて

いたようにくニッポン＞については

ll本のハイテクがどう使われたのか

*1l手にとっては“不気味，’な要素が

あるようなのて､､す。

昨年4月22｢｜〈ニッポン>1号艇

が進水した時，取材に来た海外のヨ

シ|､ジャーナリス|､はそのハルの形

状に驚きながら，首を傾げたものてﾞ

した。IORポートのそれのように

箱型の断面て､､はな〈，水線に向かっ

て逆三角形のように絞りこまれた形

に｢<ファジジ>(ソ連のウィットブレ

ッド艇）みたいだな」と皮肉つぼく

言う渦･もいました。

しかしそのハルが「30種類の模瑚1

を使って7001IjI以kのｿl帥ﾘﾘ実験と,ス

ーパーコンピューターを150時間ll1lし

た結果の産物」と分かると態度が一

変したものて鹸す。

このデータに目を剥いたのはジャー

ナリス|､ばかりて伊はなかったようてﾞ

す。その後の進水したニュージーラ

ンドの三艇の内計挺はこの“逆三角

形”を採川していました。あのブル

ース・ファーも迷ったのて、しようか。

イタリアの2号艇も<ニッポン＞の

ハルに似たものになったようて､す。

さらに防衛側の「アメリカ3」チー

ムが建造中の艇もくニッポン＞と「コ

ンセフ。卜て､､は良く似たモノになるだ

ろう」と言われています。

何かlll界中のチームがH本のハイ

テクの影に脅えているようにも見え

るのですが，それがヘリコフ･ターで

の執勘な追跡を招いているようにも

思えるのです。その影がホンモノか

どうかは5月の世界選手権が証明す

ることになるのて’しよう。

しかし“ハイテク競争”は世界選

進水式当日，見事な走りを見せてくれた

「ニッボン」（撮影′藤桂旧召雄）

手椎で終わるわけで､はありません。

むしろ競争は新しい段階に入ると考

えられるのです。

それは壯界選手権でハル形状など

流体学の上て､､の|''|答が,ll',された後，

それを基礎にレース艇を完成させる

新たな課題に各チームとも直Iniする

と,'dJ,われるからです。

それらの課巡は各パーツの1雛迂化

であったり，セールの素材て騨あった

！)，あるいはオンポートコンピュー

タを使ったタクテイカル・システム

の完成等々ハイテクの分野でのさら

なる追求が始まるのです。

湾岸戦争も終わり，軍港サンディ

エゴも次なる“戦い”アメリカズカ

ッフ･へ向けて雰囲気が高まってきて

いるようて守す。そうしたなか「ニッ

ポンチャレンジ｣は警戒されつつも，

大歓迎を受けています。

チヤレンジング・クラブの皆さん

も是非応援にお出かけいただけるよ

う現地で､スタッフがお待ちしていま

す。
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ボートショー出展についての報告書

MARINEFESTIVAL'91M
海事思想普及委員会

委員長朝河う吉へ第30回東京国際ボートシヨー
期間平成3年2月9日～14日

場所東京晴海南館1階

目的1セールナンバー取得のおすすめと特別会員への

入会の案内と受付(NORCのPR)

2会員の年会費の受付

3会友艇への入会の案内と受付

4会員への飲物の提供

5若者への体験乗船申し込み受付（会員艇の協力

による）

6クルー希望者受付

7レース風景等の写真の提示

8ジャパンカップ日本海レースケンウッドカ

ップ等のビデオの放映

9NORC保険のPR

10アンケートの収集

11NORCグッズの販売

主旨

海にヨットに興味のある人々が集まるボートショーは

日本外洋帆走協会のPRの場として最適であると思い，

1月初旬にボートショーの取り扱い機関の舟艇工業会に

問い合わせた所，ブースに空きがあり海事関係団体とい

うことで出展も無料であるというご返事をいただいた。

清水専務理事と相談の上，急ではありましたが上記目

的を以て出展させていただきましたので結果と経過を報

告いたします。

経過

初めての事で今年は取りあえずできることは全部やっ

てみようと，左記11項目に試みてみました。
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それぞれに反応はありました｡特筆すべきは非会員のN

ORCへの入会希望者が，入会の機会がなくて，この場

所て．という問い合わせが多数あったことて､､す。

舵誌他のヨット関係誌にJI卑前PRをすれば，多くの反

応が望めます。会員増を考え,NORCの一般へのPR

は必要て､はないて騨しようか。会場で多<|#lかれたのは入

会メリットて､､したが，あえてありませんと答えました。

次回は会員メリットの一つとして,NORC専用71チ

ャンネルのVHF無紡職の実演等が効果があると思われ

ます。

アンケートも約1000人近い方々から戴きました。ただ

大変な労力と場所を必要とする事を考えるとNORC本

来のPR,会員募集，ヨットスクール等に費用と労力を

費やすべきで､，次回はアンケートはしばらくは必要ない

ぶ考えます。

の尾田英Iﾘ'さん，宮坂敬三llﾘ,比委員長，私，他の方々 で

勤めさせていただきましたが，次回はより多くの方々の

ご協力を仰ぎたいと念願しております。

また，会場で業者の方々にオフショア誌の広告の依頼

をいたしましたが，多くの良い感触を得ました。

開催期間6111Mを有効に使うため，ご賛lilを得ました

ら,1年かけて充分な準術をして次凹はよりよいブース

を開きたいものです。

結果

lチラシのIIIMj(4000枚）と個別説明

241人（会費納入）

3チラシの配布と（4000枚）個別説明

4コーヒーサービス

5クルーザー教室応募：り)29人，女16人，2/21現在

6クルー応募：7人

7ジャパンカッフ｡，ニッポンチャレンジ，ヤマハカッ

フ9ダブルノ､ンド,1_1本抑レースのポスター掲示

8テレヒﾞ(16インチ)2台によるテレビ放映終日

9保険デスク有光さんによる税明

10アンケート1000枚収集（アンケー|､結果は別紙によ
ク､

Qノ

llNORCI､レーナー,バッチ，オ､クタイ,NORCシ

ール光lx53､200円

クルー募集についてはこちらから積極的に声をかける

と色々質疑応答があり一人一人には時間がかかりました

が,声をかけた大半が申し込み害に記入してくれました。

ほとんど初心者て､､すが各艇に紹介し今後の追跡調査をし

ていきたいと思います｡会期終了後もNORC事務局に問

い合わせが入っています。

体験乗船（ヨットスクール）にも40人を越える人々が

応募され，会員のご協力で全員乗船可能です（3月21H

三崎マリン)。

会員の方々にも多く立ち寄りいただき，会員同士のll1

交を暖める場としてご利川いただきました，ブースにお

けるコーヒーサービスも「NORC会員になって20年てﾞ

すが，初めてサービスしてもらった」と冗談も出ました。

非会員の方も気楽にカウンターに来られ,色々お話をさ

せていただきましたが,NORCについて多くの誤解が

至るようて’した。
例としては，会員になるには20万円近い費用がかかる

と聞いている，誰でもが会員になれい､等々･

聞いていて，会員を増やそうと思うならば，一般のヨ

ット乗り方々にむけてのNORCのPRの必要性を切実

に感じさせられました。

ボー|､ショーのブースを利用して,NORC門戸を広

く開き，レース関係者だけで､なく，それ以外の会員を増

やすことを試みたいと思います。

外国に商用でいかれる会員の話では，商談の途中雑談

の中て傘NORCの会員であると分かり，会員カードを見

せてからはすっかりうちとけ，仕事人間て鹸はない心のゆ

とりある人と，すっかり信用されたというように，ステ

ータスとしてのNORCの位置づけを大いに考察すべき

だと思います。

以上

追記

ニッポンチャレンジのドナーは2月現在8千人弱，こ

れからますます増えていくこととおもわれます。これに

対しNORCは30年の歴史があって，年々徐々に会員が

増えつつあるとはいえ，2月現在4千2百人，比較の対

象としてどうかと言う方もおられるかと,W,いますが，彼

我の会員を増やそうと言う努力の差を考えなくてはと思

います。

横山晃NORC監事の数年来のごｲ罰葡の，会員を増や

す努力は，常にしていかなくてはと思いつつ，レース活

動以外でて．きる良い機会がポートショーの会場での，こ

れからヨシ|､を始めようとおもわれる方々へのPRとお

手伝い,NORCを誤解されているセイラーの方々への

前向きて､､ソフ|､な姿勢で､の勧誘，一般の方々へのNOR

CのPR等々がここ数年地道にやっていくべき事業では

ないかと考えます。

私達の日本外洋帆走協会会貝であるという誇りが，世

間の方々に認められ，会員のステータスが必然と上がっ

てくれば，良質な会員がおのづと増え1万人を越える日

も遠くないと思います。

今年はアルバイ1,2名の他清水専務理事,CR委員会
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ボートショー・アンケート内容
rrlllll:ボー|､ショーは1Ⅱ'て､､知りましたか

a新聞b雑‘芯cマリンシヨツフ．d知人からeその他

面間2：ポートショーはi'ill''lllて､､すか

a初めてb()|'1111

画間3：ヨシ|､に乗ったことがありますか

aないbあるc操船て．きる

質問4:(a)と答えられたﾉﾉのみお答えください。あなたのヨットに対するイ

か（複数|｢'l答IIJ)

aスポーツbレースc娯楽dマニアe!1｡fillllif無駄gあこがれh

kその他

鷺問5：ヨシ|､に乗ってみたいと思いますか（襖赦|Ⅲl答~nI)

aぜひ乗ってみたいb機会があれば乗ってみたいc操船してみたいdし

e興味がない

FIIWI6:(d)と符えられたﾉﾉー のみ，そのJllllllをお聞かせください

f'IIII17:(b)(c)と答えじ』れたﾉﾉのみお杵えください。ヨシ|､を所有して､

a持っている（ﾉ､バー名)b持っていないcこれから持つI'･定て､､ある

メージは次のうちどれて､､す

h粘錬 1ﾊ､ビー j優雅

。レースに参加してみたい

ダ臣

ますか

圃川8：レースに参加されたことはあります-か

aある（レースfl)b参加したいと,W,っているcない

f'illl19:||本外洋ll1Lﾉ上協会をごｲjじて､すか

a知っている(1IIIて､知I)ましたか)b)il1らない

YIIIIII10:あなたの知っているヨシ|､レース街をおIII:3<ださい

アンケート結果
各圃川の統,;l･

蜜|川la

b

C

d

e

質|川21111I

21ⅡI

31111

41111

51111

61'1I

71111

81''l

911'|

1()|'11以'2

質問3a

b

C

質問4a

b

C

111
ノJ

116人

321人

1()4人

108人

133人

197人

141人

148人

78人

80人

38人

18人

12人

1ハ
Lへ

69人

183人

319人

280人

100人

30人

50人

久

11人

17人

5人

61人

2'I人

72人

17人

11人

‘1人

5人

6人

0人

1人

0人

2人

41人

(j1人

16人

25人

10人

18人

I()人

25人

()人

38人

6人

5人

38人

0人

53人

74人

29人

8人

8人

243人

318人

38人

225人

69人

305人

439人

343人

2人

17人

（)人

13人

1人

1人

15人

0人

14人

26人

1人

0人

0人

12人

63人

2人

18人

6人

53人

35人

83人

１
．
ｅ
行
ｔ
ｇ
可
ｎ
．
１
．
１
》
１
Ｋ
ａ
‐
、
Ｃ
１
ｄ
ｅ
ａ
可
ｂ
Ｃ
ａ
１
Ｄ
Ｃ
ａ
‐
ｂ

戊
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

Ｉ
０
５
０
５
０
－
ひ
Ｏ
Ｆ
Ｄ
０
５

構
２
２
３
３
４
４
５
５
６
６

齢
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
川

Ｆ
５
０
５
０
５
５
５
０
５
０
↑
、

ノ
Ｊ
１
２
２
３
３
１
４
５
５
６
イ

’ﾉ）

28人

74人

156人

I()4人

113人

111人

48人

36人

2()人

8人

19人

女
狐
叺
叺
い
い
狐
叺
叺
肌
肌
叺

４
３
．
１

１

へ

HIMI5

質|川7

※質問7のハーバ－名，質|川8のレ

ース名は，ほとんどのハーバー，レ

ースが出てきたので､，特にここて蕊は

衣記いたしません。

質IHI8

質川9
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鍵

度 国一＋測委員会報酉1991年全三斗委 蕊灘
…

1991年度全国計illll委員会が以下のとおり催されたのて報

告します。

場所：1/26油壺マリーナホテル1/27三11l奇マリン

日時:1991年lll26日出午後2時～27II(日)午後4時

出席者；林賢之輔大橋且典伊藤静美'|!村隆彦平

岡俊一郎促谷川淳渡辺修論高橋太郎沢

地繁栂崎孝男量江傅人（安全委員会）

初鹿野幸生（帆走委員会）周東英卿（ルール

委員会）木内安夫花川幸一朗飯塚功二

田中龍雄田中康一川栗林裕之栗林章代

瑞慶覧笑鈴木利夫尾田英'ﾘl八木達郎水
へ

越英次村山進大IX義昭豊lll哲郎野IIIMiff

夫吉川誠一田il!俊英川島正通亀lll票

前田利一戸谷壽男黒川健-1ﾘl曽我部悦以

松石晋後藤早巳野村明宏風祭徳行夏目

1人

1/26．油壺マリーナホテル会議室

1．林委員長の挨拶（スケジュール，盗料の説明）

2.IOR,IMS翻犬報杵

・証書の発行数（世界各|卦）の報告

IOR-4,888隻,IMS-3,565隻(1990,9,3()),

とIMSは琳加している。

･11本の現状報告

「|本の塊伏はIOR-140隻IMS-30隻である｡1990

年12月には『グアムレース』が実施され，そのう

ちIMS艇は8艇であった。1991年は,NORCに

とってIMS元年となる。

･CR部FII,現状及び活動報告

･12/2CR部門全国連絡会議において，更新制度導

入とスタンダードデータ採川が決定され，3月ま

でに作業を進める。尚，更新制度の導入について

は理事会に報告する。

・8月に実施される『ll本海圧|際レース」の準備の

ために,NORCクルーザーレーテインク護とCR

メジャーラーズマニュアルの英訳版を作成。

4.IMSルールブックの説明（林）

5．IMSレギユレーシヨンの説明（大橋）

6.IMSノ､ンドブックの説明（初鹿野）

7．スペシャルレギュレーションの変更部分の説lﾘI(長

江）

8.IOR,IMSルール変更部分の説明（高橘）

1／27．三崎マリン会議室，ポンツーン

l.IMS計測の実習（伊滕，花川，田中，平l伽l他）

・フローテーション，リグ，レギュレーション他

2．セール計汕lの実習（踵谷川他）

3．メジャーラーの認定について

・セールメジャーラーについては，計測委員会より

出題するレポー|､を提ILII!していただき，後H,林

チーフメジャーラーより認定される。

･IOR,IMS,セールメジヤーラーの希望者に

ついては，計測委員会より,'l',逆するレポー|､を提

出していただいた後，実測に参加していただき，

経験をつんて､､いただいて，適当であると判断され

た希望将は，林チーフメジャーラーより認定され

(計測委員会）~・クルーザーレーテインク現状報告（鈴木） る。

|NORC本部事務局移転のお知らせ

Ｌ
謀
戸
口
、
川

匡
圏
阿
Ｕ

Ｆ

間干プ
ロ

｜
/門｣吠

戸|出入口

r雨一筒薑引
戸

旧

専務理事清水栄太郎

関東支部長並木茂士

このたび，本部及び関東支部事

務局が次の予定により移転するこ

とになりましたので，お知らせい

たします。年末から準備にかかっ

ています。会員の皆様には種々ご

迷惑をおかけすることと思います

が，ご了解をお願いいたします｡

移転先

東京都港区虎ノ門1-11-2

第2舟舗白振興ピル（仮称）5階

移転月日

平成3年3月26日

移転中の，3月25日(月)～同27日

㈱の間，電話,FAX等ご迷惑を

おかけすることになると思います

が，ご了解ご協力をお願いいたし

ます。

第2舟紬日振興ビルは，新築で事

務室も若干広くなりますので,現

在手狭の為，なにかとご迷惑をお

かけしていましたが，会議室設置

を予定しており，サービスも向上

できるとおもいます。是非，ご来

訪をお待ちしています。

f弓

fh抑

第2船舶振興ビル(新事務局）

「
｢1「■
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RACEINFORMATION
第5回(1991年)関西ミニトン選手権大会

実施要項（抜粋）
1：主催日本ミニトン協会関西支部

2：主管社団法人|-l本外洋IIﾘ陸協会近畿北陸支部

3：レース日程

4月13｢1(Ja)インスペクション

前夜祭

1411(II)第1レース（オリンピックコース）

第2レース（オリンピックコース）

21｢I(｢I)第3レース（オリンピックコース）

第4レース（ショートディスタンス）

表彰式

4：クラス分け

1)クラスA:レーサークラス

2)クラスB:クルーザークラス

3)クラスC:クルーザークラス（ヤマハ23に限る）

5：参加資格

クラスA

a)NORCの登録艇て､，艇災は会員て､､あること。

b)IOR174ft以下のｲj効なレーテイングを有するこ

と。

c)ORC'炎余カテゴリー4,及びNORC設備規定C

以上の安全検査に介格していること。

クラスB及びC

a)全長23ft以~|､のプロタ、クシヨン艇て､;IYRR25､2

に基づくセイルナンバーを有し，本レース委員会が

承認した艇。

b)レーティングは，本レース委員会が指定したものを

採用する。

c)船舶安全法に基づく検査済みの艇に|眼る。

d)参加を認めるう｡ロダクション艇は,IM1l1Iとして工場

出荷時の標準艤装(細本，マス|､，ブーム）による。

その他疑義の生じた場合には，レース委員会の判断

による。

各クラス共,H本ミニトン協会の会員艇で､あること。

入会は，力絲冬申告時に完I'していなければならない。

入会金1人5,000円年会費1年2,400II1

6：開催場所

レークウエストヨットクラブ(L.WY．C)〒520-

02大津｢|j今堅田1丁||2-20TELO775-72-2114

上記をホームポートとする謡萱湖

7：参加申し込み

申し込み先〒550大阪11泗区北堀江3－6-13TEL

06-535-1671ヤマハ発卿j機㈱大阪マリン企画室|ﾉ1

関西ミニトン選手権実行委員会事務局担当山本

締切日4月13H(t)15:00

申し込み方法申し込み用紙に参加料を添えて,事務局

へ現金諜留にて郵送のこと。但し,41113日に限り現

金払いもI'1とする。

参加料1艇につき12,000円

4月13I1のみ事務局をLWYCに出張設置する。

8：問い合わせ

関西ミニ|､ン選手権大会実行委員会事務局

担当111本TblO6-535-4442
へ

レークウエストヨットクラブ

担当イi塚恥10775-72-2114

上守ワコスモールヨシ|､クラブ

担当栗林′IblO6-876-0547

'91日本海国際ヨットレース

脈蟄ローレス
ウ

8月511(Ⅱ）第

十顕正
ホ|､力(約6()マイル）

0マィル）

8月1111(II)第3レース

小檸宵|ﾉ1ショートレース（約30マイル）

参加資格

NORCクルーザーレーティング,ORC-II,モノハ

ル艇で艇量8m以上，笄，詳細はllllい合わせを。 へ

スポンサーシップカテゴリーB

締切:IﾉLIⅡ水ll参加料:50,000円

申し込み先：

〒062札II%il丁豐平区平岸4条13丁目HTB内'9111

本海ヨシ|､レース実行委員会事務ﾊ了)TEL.011-831-

6323,824-4134(代表),FAX.011-841-4284

1991関東外洋ヨット選手権シリーズ

フリート対抗レース

申込締切：4月26p㈱

日程：

1R51111H(t)10:30

2R5)l11H(t)17:00

3R5月18n(t)10:30

4R5jjl9日(日)10:30

5R5月25日(t)11:00

スタート予定

スタート予定

スター|､予定

スタート予定

スタート予定

トライアンク、ル

(初島レース）

トライアングル

トライアングル

(大島レース）
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連絡会議

NORC本部移転につき，日時と場所を変更します。
日時：4月25日休)18:30～

場所：西桜福祉会館

港区虎ノ門1－21－9丑03-3501-2743

出艇申告及び艇長会議:5111111(|二)07:3()～シーポニア

参加資格:IOR/JORI～Ⅵ､IMS

参加申込料：クラスⅥ35,()001'l,クラスV4()､0001'l

クラス1V45,0()0111,クラスⅢ以|:50,0()()III

(2R,5Rについては，「初1脇レース」と｢大,脇レース』
に縦じ乗員参jll料のみ別途支払い必典）

ジャパンIORワントンカップ

511411(1:)09:30-弟3レース

13:00－鰯4レース

511511(II)10:()0－姉5レース

14:00-衣彩式パーティ
参加艇

Q,ARECANBAY'..14033後帳総

“11『抑波"J3660ilfⅡ||#:

"AMATORA''J3965仏(々 水炎|jf
"FICKLE"J380()竹川節ｿ）

“魔ﾉ〈狼''J37()5IIrlllfu

"BOY"J3606111川降

@､PROPAGANDA"J42724i渡一ﾉt

"BLUENOTE''J43051il-j|:.illi

参りll希望,r;1"lllに関しては、レース+f務I!!)まて､､お|川【
わせください。

レース事務局

芯荊03-3769-0303.FAX()3-3769-()301

㈱ジェフコーポレーションイi波一夫

この数年米,11本のレース界においてもl'1際化の波が

』し'＃fせ,海外のﾚー ｽに川1場する機会も｣|補に多くな
』てきている。、I1然のことながら，艇は先鋭化し，外|11

人クルーを城せることなどは｢1帖のこととなり，各艇の

オーナーは，新艇建造からクルーの問題，レースのオー

ガナイズ等，多くのlll1浬を解決しなければならず，より

崇關な知識と'|1'i縦を収集することがf~nl.欠になってきた。

X,欧米柵|'1のオーナーⅢ'て､行われているような，各オ

ーナー|!ill:が交流し、'II'ifllの交換を付うことは,IEIらの

レースi1"jを進めていくうえて､､人変覗要になっている。

しかしながら,ll本て､の｣兇状は，各オーナー同|:が|-

分な｣I,{i報交換をする場がな<,レース湖rliて､､いつも城っ

ている，同クラスのボー|､のオーナーの敵さえ知らない

ことが多いのがjJ〃きて､ある。

こうした'l!で，ワン|､ンボー|､のオーナーからILI然発

姓的に，｜'|分述の交流を深め，技術の|f,1_|:を,ilる目的て､，

レースを1丁おうというiiﾊが持ちl･.がl),まず511の巡休

〈二雌初のレースを行うことになった。このレースは，各

＝－ナー|'|らがT弁当で分111されたｲl事を受け持ち，レ
ースを作っていこうというのて､ある。必然的にたびたび

ミーテイングを｛jい、おﾉﾉ:いが協ﾉjしていく姿勢が/|ま

れ，抑外レースなども協ﾉJしていこうという,i!吋まて､､持ち

lがってきている。又．レースjillは，各舩のクルーた

もにも｜-分交流してもらおうとパーティなどの企阿も進

行している。レースのi"|l1は以~|､のとおり。

茎
Ｉ
ノ
ー

IYRR講習会開催！
IYRUヨシ|､競技脱1111(IYRR)の荊科会を~卜記

の辿り開催致しますので奮って御参加|､.さい。

記

噛)初級クラス：ルールについてJiL礎的な知徹を勉強し

たい人の為のクラス。

日時：4月22II(月)1800～2100

．中級クラス：ルールについて基礎的なことは知って

いるが，より一岬，勉強したい人の為

のクラス。

H時：5月8II(j91800～2100

,会場：|卦鉄労伽会館･8Fホール（東京駅・

八亜洲南|］より徒歩3分)TEL.03-

3214-9415(8Fホール職迦）

〈略図＞

●高島屋’
----一___‐I |･プﾘジｽﾄ〉 ’L－

京橋

識台橋

■■ Ⅱ
日本興業銀行●ワン|､ンボー|､オーナーズクラフ

城ケ助沖

三崎マリ－ﾝ

主催

レース海域

泊地場所

日程

5川311鯛

|’ 至有楽町

◎会實：各クラスー会員5()O1I1/非会員1,00()l'l

．申込先:NORC本部事務局(TEL.03-3504-

1911)

○締切日：初級クラス－4月1911(fh)1800

’'1級クラス－5月71I(ｿ〈)1800

艇災会i戒

開会式

節lレース

第2レース

ウェルカムパーティ

()8:()0－08:3(）

08:3()－08:45

1():00-

13:00-

18:()()－
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1991年度第1回関東支部代議員会議事録
社団法人日本外洋帆走協会関東支部

1日時

1991年2月16111300~1410

2場所

東京都港区虎ノIII11-15-16

船舶振興ピル10F会議案

3出席者

代議員50名

（出席者28名）

柿島亮-l_l1本高靖小黒公一前lll泰明'li村俊明

尾島裕太郎加藤lli敏il.filll尚之'|1谷林平1t木茂士

初鹿野幸生11『川保夫朝河清大儀見薫涌谷和行

菅野道北村勝彦藤|||勝済飯島征四郎I|!馬勇

矢吹秀邦安lX遊!Ⅱ多lll将三沼lll尚文大lll黒俊一

野ll降而l畑lll晴彦稲葉文則

（委任状22名）

津野､1:邦橋本博倉持Ⅱ夫井l甚武i緋､｜宏

斜森保雄平I1IjII!"藤川弘論別部尚而l桝lll政治

周東蝉削仁藤勝朗林11期イilji(拓治lll1|!一美

牒川：戊伊藤秀利人ilII原雅之三宅向哨榊正克

内藤|Ⅱ夫高橘ﾔ『郎

代議貝以外の,'l'IM'f

安岡ｲ雨一(副支部長）’'1｜川貞次郎(財務1Ⅱ､I1総務委

員)ほか

4議題

(1)1990年度1f業報杵及び収支決算報告

(2)1991年度昇山脾業計画|及び収支~i･算案

(3)1990年度関東支部JIL余決算報i'｢

（4）関東支部推礁選挙櫛:｣:1M委員11"||端の進,'l'!

（5）その他

5議事

13()0，変IMIMII支部長のlil会により|ﾙI会,HIIji'i'j代議員は

50名て､､代議員73名の過半数て、定足数を充足していること

を確泌並木支部長力涌蕊災となl),議事録署橘人に初鹿

野,1II川両氏を指名し，議事に入った。

議題(1)1990年度事業報告及び収支決算報告について

!|i_IJII財務批叶総務委典から，資料に基づき1990年度

事業の|ﾉ､l容について報告があり，さらに,liil収支決算に

ついて大要次の報告があった。

90年度の収支概要は,iil年度では751千円の蝶字計上と

なった｡89年度が750千l'lの赤字決算であったのに比べ雌

全な決算を終えることがで､きた。これにより，来年度へ

の繰越収支差額は，4,820千円となる。

収入面て､は,会費収入は対予算599千円の噸,舟艇登録

は会友艇等の墹加で対予算716千円の増となった｡事業収

入では,レース関係収入が対予算2,357千I'I増と好調なも

のの,スポンサー協賛金が対予算1,910千円の減'lXとなっ

た。これは,予算時に『裕次郎メモリアルレース』に5,000

千円の協賛金を予定していたが，各委員の努力にもかか

わらず実際には3,000千円となったことにある。しかし，

『裕次郎レース」については，支出の怖岻的な削減パ

ーティ参加料の増収等の努ﾉJにより,約1,000千円の黒字

を計上し，その他のレースの噌収策を|ﾇ|ったこともあり

約2,300千I1Iの増収となった。その結果,収入合計として

は，対予算1,578T-l'lの増収となった。

支出Imでは,管埋費関係で768千円の対予算増,要|型窪
人件費の増で事務局職員の事務引継のための一時的な，

貝増があげられる。事業費関係て､は,l1ﾘ‘比委員会の1,734

千FIの文,'l｣I増がある。これは，協賛金が減少した分をレ

ース参加料の増収て補った結果，付随する支出が琳加し

たものと考えられる。その他の事業贄については総務委

員会は7)lの代縦興会開催曲，通信委典会は,VHFW

岸局の体II定期迎川の人的Ⅲ腿による定期検査費てあり，

フリーl､助成金の父IIII,減ばr算は承認されているにもか

かわらず，フリートからの術求がないためて､あり，その

他事業1'iは，横浜フリー|､の大島ランデブー補助金が主

体て､ある。

なお，本件については,2)114[IM111,渡辺l'1'j朧事に

よる監gffをうけ，適正･ll雑との鼎盃報f!fをいただいて

いる。

本件については，特に質疑等はなくﾉ|《認した。

議題(2)1991年度事業計画及び収支予算案について

'li_IJI|!!ｲ務担皇'i総務委員から,資料に｣i噂つき1991年隆
事業計1曲|について説明があり，さらに．|11予算案にっ､‐

て大要次の説Iﾘlがあった。

予算案は,12)l初ｲﾘまて､､に各委員会,フリートキャフ。テ

ンの要求案の提,'l11を求め，それを基に1月及び21Iの常

任委員会において決算見込みを対比しながら策定したも

のて守,内容的にはほぼ前年度実績を基に計l'11されている。

収入面て､は，レース参加料を7,300-TI｣1と考え，スポン

サー協賛金は，「裕次郎メモリアルレース」3000千円，

『関東選手権」3,000千円計･6,000TIリを計画した。

支出irliて､は,管理費の中の家屋費を移転のため恥加し，

人件費の琳額を識り込んだ。き}罫業費関係て余は,li1比委員

会に蒋干の増を兄込み，その他は実績を基に計画した。

その結果，予算案では，収支同額を計III1することとなっ

た｡

なお，′芙際の述川には，附任委員会及び財務仙当にお

いて|ﾉ1容を充分I今味して，予算執行を公正にとl)行う所



〃て愈ある。

本件については，特に質疑等はなく承認した。

議題(3)1990年度関東支部基金決算報告について

「|!上川財務祉当総務委員から，資料に基づき報告があ

り，並木支部良から支部基金迎営委員会て､ある常任委員

会においては，支部基金は暫く現状のとおり連用し，元

金が約’億円になった時点で改めて迎川を協議するとい

う意見で､ある。胃の報告があった．

議題(4)関東支部推薦選挙管理委員候補者の選出につ

いて

並木支部長から，大符正彦，大石厳l'l'j氏を1991～1992

年度担当選挙管理委員として関東支部から推礁したい，

旨提案があり，異議なく承認した。

議題(5)その他について

へ①NORCとJYAの合併の件
②昨勾捉案の理事を代議員から選ILII!する件の再提案

③NORCの協会のliliとクラブのliliの業務

15 0F応HORf

についての質|Ⅱ|があり，並木支部長から大要次のI''|答が

あった。

①については，関東支部として次|''lの理事会等におい

て質問をする予定て､､ある。

②については，本年度はi奥1束支部代議員会をl～2回

開催するj篭定で､あり，理事会の意向も確認し，その

’繁改めて討議することとしたい。

③については，関東支部としてはクラブ正体になりつ

つある。職員法，通信関係等においては．協会とし

ての業務を進めており長い目でみてもらいたい。

以上をもって濡義を終了し,1410,1991年度第lli'l関東

支部代議員会を終了した。

上記識舞求に誤りのないことを証lﾘjし,記名押印する。

1991年2月16日

縦挺並木茂士印

磐名人初鹿野幸姓印

著名人吉川保夫印

第35回関東支部総会議事録
社団法人日本外洋帆走協会関東支部

1日時

1991年21116日1420～1520

2場所

東京都港区虎ノII111-15-16

船舶振興ビル10F会議室

3出席者

581名(ll'!席39名委任状542名）

4議事

安岡副支部長の両I会により開会,1'l1,)ﾙ『特別会員及び正

会員は581名で,特別会員及びIE会員2207名の5分の1以

べて儒,定足数を充足していることを確認並木支部長が
＊』患長とな')議事録署名人に初鹿野幸生，児玉7j平両氏を

指名，議事に入った。

議題11990年度事業報告及び収支決算報告について

'|!上川財務担当総務委員から，資料に基づき事業実施

内容及び収支決算に関する説明報告があり，さらに本件

については，監事から適法正確て､､あるとの監査結果をい

ただいた旨の報告があった。

本議案については，特に質疑はなかった。

議題21991年度事業計画及び収支予算案について

'|!上川財務担当総務委員から，資料に基づき事業計画

の脱明と収支予算案の報告があった。

本議案については，特に質疑はなかった。

議題31990年度関東支部基金決算報告について

並木支部長から，本件については支部基金規約に基づ

き支部基金総会として誇張願いたい旨の発言があり，中

上川財務担当総務委員から，資料に基づき報群説明があ

った。特に質疑はなく本案を承認した。

議題4常任委員会及び代議員会報告について

並木支部長から，先ほどの代議員会において，関東支

部から大谷正彦,大ｲ雌両氏を1991年|司2年度担I1の選

挙管理委員候補者として推薦することが決定された。旨
の報告があった。

また，3月23日のNORC理事会に，関東支部から会

友艇の更新制度に関する意兇の摺11,を考えている。旨の
報告があった。

議題5その他について

特に発言はなかった。

ほかに,発言提案等はなく,以上で誇義を終了し,1520,

第35回関東支部総会を終了した。

上記議事録に誤l)のないことを証lﾘ'し,記名押印する。

1991年2}116日

議長並木茂士印

著名人初鹿野幸生印

署名人児玉万平印

『291ジヤパンカッブ』はジ 力

カテゴリー巳
に決定

実行委員長並木茂士
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IMS
MeasurementSystem)(International

に関する基礎知識
(社)日本外洋帆走協会計測委員会

１
－ ずタ－．堂

■わ■

炉

1．|MSとは

色々な人きさの艇が一紺にレースを行うためには、ハ

ンディキャップが必典にな')ます･呪ｲ}{,Ⅲ界的にはグ

ランプリレースのためのIOR,llillﾉ1て､はうアミリーレ

ース的な(_)Rがあl),レースの||的に応じて使い分けら

れています。しかし,IORて､は艇がスペシャルレーサ

ーて､ないと勝てないとか,CRて､は,;|測が楠iliなため公

､rさに少し欠ける'＃§のｲ《i,l1liが，多少あるようて､す。

IMSは、グランプリ化するIORにk､l杭してクルー

ジンク艇まで||l,'I"<k,l1心I'l1!米るようにg癒され,()RC

によI)採川されました。ノ,峰本的なk,l象が雌ｲ零な外i,|ヨッ

ト（クルーザー／レーサー）てあ')，ス|､リッフアウト

されたスペシャルレーサーを除外しているので，ノト後は

|ll:界的にii'災なレースて仙lllされて抑皮していくと労え

られています。

IMSて､は,!il測に鵬lするルール（衙称:IMS)と

'1'}化没州に間するルール(fW;:IMSレギュレーショ

ンズ）の2つのルールて柵成されています。

1､Irに1,$化没Ⅲiに|兇lするルールはノドまて､のIORやCRて、

はな力‘ったものて､,1II;化没術をもった艇て､もィく利茄を家

らない（一疋以|の111;化没iﾉlliを持たなくてはならない）

ように号応したf,'i%&ilill定されました(｢3.IMSレギュ

レーションズ」について参川)。

IMSて､は'災際に{IJil々の艇を岡|側する'ja1111が必典です。

'Xi!1llは,CRのように楠lll器化はされていませんが，船体

の!;|測を必典としないスタンタ翻－ド艇て､､は，、lallfi,lの時

|H'て計illllてゞき,IORの企Iil測よl)も筒iii､になっていま

す。

IMSて､､は，機械（ハルスキャナー）により船体を立

体的にi!!llたしたデ､一ターに，さらにリグ，セイル，う。ロ

ベラ，フローテーション弊のデータを加えコンピュータ

により解析してﾉ､ンディキャッフ。を算出します。このと

きに使川されるフ･ログラムは速ﾉJj'･汕|ﾌ゚ ログラム(VP

P)と呼ばれ，タンクテストや実際の艇の性能の蓄積の

うえに作成されてお')，艇の′眺能がそのままハンディ活
ヤップとしてiil測証書1･.に記戦されます。

以降はIMSlix得のための条1'卜や収11ﾄﾉ上および注愈

次啄鮮が;'勅，れていますので，各'|“をill'li足しているか

1I11番に{il認して~|､~さい。

2.IMS取得のための基本条件

｜}11ﾉ､』て＊IMS!;|側を受けようとする場介,|､肥の」iMx

条件をi,l'liたしていることが必典て､すのて､,W'|:をill'liたし

ていない場介には，人公ﾔのT･就きを済ませて~|､~さい。

2-a.艇はN()RCのII州趾哉鰍済みて､あること。(セイ

ル群り-の｣ki!})

会友艇はｲ《川I。

2-b.オーナーは,NORCの特別公此で､あること。

2-c.IMSレギュレーションをiil'i足していること。(絶

対必要条1'|:て､はあ{)ませんが,IMSレギュレー

シヨンをillii足していない場合,l1il1ﾉ1でのレース<へ

は参力llて､､きません)(｢3．IMSレギュレーショ

ンズ」について参照）

3.1MSレギュレーションズについて

IMSて､は,)(化没術に関する規定がIMSレギュレ

ーションズとして定められてL,ます。これは，ストリッ

プアウトした艇を排除するためのもので，バースの人き

さや数，トイレ，ギャレイ投術ﾔ*に|則して脱走しており，

j血川は各レースii催打-により決められます。

IKIIﾉ､｣て､､は，すべて血lllするﾉﾉ針なので，このM畦をill'li

)lLしなければなりません。IMSレギュレーションズに

|H1するチェックは,制延の|'ILAIII-i'iによって行われま~す。

このために､･I汁測委員会て､､はIMSレギュレーションズ

チェックリス|､を作成しましたのて､，チェックリストに

従って|'ILL診'断し，術足しない場合には改諄をしてすべ

て合格するようにして|､.さい。チェックリストのコピー



は，計i!lll時に細I1!する必要があI)ます。届fi設備は，船

|ﾉ1の重並に大きく影響をIﾉ.え，浮いた状態（フローテー

ション）に変化を与えますので､，改沖の必要がある場合

には，フローテーション計測を受ける前に行わなければ

な')ません。

IMSチェックリス|､は,NORC本部荷|測委員会に

て無料て､|肥布していますのて､､，ご請求ドさい。

4．実測について

4-1.IMSスタンダード艇と船体計測必要艇

IMSの実i1!llは，スタンダード艇とII{W本i;|測必要艇と

分けられます。スタンタ．－ド艇とは，油笙（フ･ロタ､クシ

ョン）艇て同型艇力洲｝体制測を受けて船体データカ認定

されいる艇のことです。量産艇て、も偲定を受けていない

梨fはスタンダード艇とは兄なきれず，また，スタンダー
．『艇て､も令長を変えたりキール形状を変えたりの改造を

イj･った場合には,スタンダード艇として兄なきれません。

iﾐなスタンタゞ －ド艇は，4-3.スタンタ、－ド艇リス|､のj山

’)ですが，他にも輸入艇を含め多数ありますので，排し

〈は計測委員会まで､お|IIIい合わせ~ﾄー さい。

4－2．′臓HIIが必要な筒)iji

4－2-a.IMSスタンダード艇

リグ，フcロペラ，セイル，フローテーション

（フリーポード，インクライニングテスト），

IWi,'i,'!ll録作成の"11llが1｢われ，約､|411を必災
11＋・一歩

としまツo

4－2－b，船体i;|測必災艇

スタンタ霧－ド艇と|!ilじ'j訓llを行うl1jに樹戒に

より1].･われる船体の'ja!1llが必要て､す。船体の

i;|測には全143()ftの艇で約111必'災とし,フロ

ーテーション群の,;|測とは分けて別のllに1i･

います。一

＋－3．スタンタ、－ド艇リス|、

(IMI産艇）ヤマハ(3()S’3()S2,36)ゾレイユルポ

ン

スイング(31)

（輸入艇）バルテイツク(35,38,4().43,48,64）ベネ

｜、ウ(It()n,1stCL10,1

stCLll2,3()5,345,375,435)C&C

（3(),33，35，38）キヤル(33,39）デン、ラー

(31,34,38,36db)エリクゾン(37,38,39)

ファー(9．20）フイーリンク､(1()50,109())

フアース｜、（29,375,435）フレーズ

(33,38,41)ハンター(3())J

（24，29，33）ジヤヌー(38,41)ニユーポー

｜、(31)オルソン(3(),34)ピアソン

（31,34,36,37,39）ショック(35)シク、マ

（33,38）スワン(36,391,43,46,53)X
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(119,342,372,402,79,99)

4－4．実績における必要ZIi項(各項をチェックのこと）

実測における必要1噸は次の通りで､すのて､，各唄|_|を

鴉前にチェックし，不足事項がないようにして下きい。

、船体fl･測必要艇の場合（スタンダード艇は不要）

船体の実測を必要とする艇は，スタンダード艇の場合

の必要‘|頓に力llえて12架して船体の実測を受けなければ

なl)ません。l架の計測場}ﾘrについてはさらに次の4臘項

が必要ですのて､､，実測を行うハーバーに確耐して艇の上

架および設置を依頼すること。

4－4-a.i;|-i1!ll場)ﾘrを確保する。機械による実測を行

うために，機械の設置スペースとして艇の前

後/,i右に各2m以Iの空きスペースが必典。

4－4-b.地IAiは舗装（コンクリー|､）て､、できるだ

け､|えて水､|えなこと。スロープて鹸はⅡII来ません。

4－4－c・計測巾に艇の移動を生じないこと。(計測が

始まると艇を勤力､すことはて､きません｡）

4－4-d.船台は，キールに対して直角て垂直ﾉﾉli'lの

バーによりボトムを支えるタイプのもので､あ

ること。イ郡合な場合は，ハーバー等の修理

川の船台にのせかえる必典があります。

◎スタンダード艇の場合

4－4-e.IMSレギュレーションを柚足しているこ

と(IIIし込み11,↑にIMSレギュレーションチェ

ックリストを提!'l',すること)。

4－4-f.安余関係の術hII!がすべて揃っていること(ll'1

場するレースの友ｲ琴のカテゴリーを洲足する

IWi,',,'!を搭戦していなければならない)。

4－4－9.,;|測場li〃の確保をする。フローテーシヨン

の'ﾉ割!!llは，肌や波の影響を受けやす<,J<11"

によっては'炎測を1j･うことがて、きないのて､､，

計11||典とよく相談して決定し,=､lfiiilにハーバ

ー等に使川,iﾉ|可を祥ておくこと。

4－4-h｡l･架のT-|)肥をする。フ･ロペラ|兇l係を実i!1llす

るために301><．らい'二架する必要があります。

4－4-i.i;|測状態(｢7.1il測状態」を参照）に艇を

準備すること。

5．IMS取得費用

費用としては，コンピュータによる荷|･算や市1I;普発1jに

使われる申込料と，災際に艇を計測するための計測'ﾉﾐ施

丁当ておよび荊測員の交j町榊''1費と旅行時lll1-T当から構

成される計測笑施料が必要で，各費川はIMS料金衣の

辿りて､､す。

IMS料金表には，マリーナやハーバーのk-ド架費お

よび場所使IW料等は含まれておらず，必要な場合には各

艇の負扣.とな')ます。

※計測笑施料金衣は次頁。
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に送付する。

6－8．計測委員会は,l,llいたデータを基にコンピュー

タ処理を行い計測証言を作成する（6－2．の申

し込みがされていない場合，処理を行いません)。

6－9．計測委員会は，計iMII員による証普のチェックを

受け，合格ならばチーフメジャラーの署名をもら

い，証書をオーナーへ発送する。

6-10.オーナーは，ルI|いた証書をチェックし，誤りが

なければ指定の欄に署名をし，計測ll姉備品||録や

他の重要習類と共に艇内に保管する。

6-11．オーナーは．計測員のｲ罰〈（請求）に従って，

計測実施料を納入する。計測実施料の納入がない

場合，計測委員会で､は協議のうえ発行した証菩を

郷効とします。

へ

7．計則状態

外洋ヨットのレースでは，食料や飲料水や私物を搭救

してレースを行いますが，各レース毎に搭赦する量が異

なるために，計汕1時には制|恨を設けて常に計測時の状態

が一定であるようにしています｡これを計測状態と言い，

フローテーションの計測の前に事前に計測状態に艇を用

意することは艇の責任ですのて､，下記に従って用意を行

って-ﾄｰさい。計測時に川意がされていない場合，計測ll

の延期や''1止をすることもあります。

7-1.レース'|!に使用されるぎ装品は,jm常使川され

る位置に取りつけること。

7－2．マストliijのすべてのハリヤード類は先端をマス

｜､根本に取り付けて引っ張り，後端は通常使川の

状態にしておくこと。

7－3．マス|､後ろのランニングリギン（ランナー等）

は，使用する位置のもっとも後ろに取り付けり|っ

張 ること。へ

7－4．通常使川するシー|､とガイ（スピンシート）及

びマストに'値久的に取り付けられていないランニ

ングリギンは，船内のマス|､後ろの床の上に置く

こと。

7－5．ブームはPの最も低い位置に設置し，マス|､は

調節可能な範囲で後傾させること。

7－6．すべてのセールを降ろすこと。

7－7．マットレス，クッション，枕は,jm常の収納場

所に収納すること。

7－8．通常マストより後ろに収納している安全術IIIII19

航海用具炊事用品は，それぞれの所定の場所に

収納すること。

7-9.j由常マストより|jijに収納される備品は，船内の

マスト後ろの床の上に置くこと。

7-10洋服，寝具食料，貯蔵I1IT1I,ライフポール，ラ

イフラフ|､は，すべて降ろすこと。

計i1ll1災施資料
IMS

#:|金表
III込料

I;|-測実

施丁当

旅1j･時

Ⅲ手､'1

父j幽

"I'lfM

杓
ｌ
は
り

皿
測
｝
、
】
’
夕
曲
Ⅱ

川
Ｕ
ｎ
Ｕ
ノ
、
Ⅶ
ｌ
ｎ
ｊ

Ｉ
１
１

判
Ⅸ
し
肋
Ⅲ

１
１
令
咄
〃
ｎ
Ｗ
）
ｎ
Ⅱ
〉

１
１
１
℃
１
１
①
、

１

現在

改荊!|’

船体計illll

必典艇
Xff16､()0()l'1

スタンダード艇|Inll･.||'il上|l'ill･.ll,ill_

'崎則を受ける

liijにll本外洋

llli'L北協会i汁測

委員会に納入

jﾐ測終丁後、，汁測典の指示

(i;i'i求）に従って、折定の

ﾉﾉ法(IIj&K)で納入

fY)II納入先

6．計則証書発行までの手続き（手順）

すべてのﾂ割!!llが終~｣'して証淵:が発行されるまて⑲(6-

8～6－9）に約1011間必要とします。実測は天候に左

右されやすく，場合によっては実施不!11能て､延期する場

合がありますので､，はやめに（3週間以|前）′卸111を終

了するようにi汁測員と連絡をとり計測の予定をたててド

さい。以下は，計測証諜が発行されまて､､の流れを表わし

ていますのて､､，オーナー（代表者）は-T順に従って手続

き等を行ってドさい。

6-1.オーナーは,IMSレギュレーションに合格す

るか，チェックリストに従ってIJI艇を調べる。（不

合格ならば改稗すること)。

6－2．オーナーは，計測申し込みをする。添付の申込

書を記入のうえIMSレギュレーションチェック

リストと申込料の16000111を添えてII本外洋||ﾘ'L走協

会計測委員会に現金書留で送付すること。

6－3．オーナーは，地区組当の計測典と直接迎絡をと

り，実測日および場所の打合せをする（計測員リ

ス|､参照)。

6－4．オーナーは,実測場所の確保する(ハーバーやマ

リーナに使用のIIIし込みをする)｡(4-3.実測の

為の必要事項を参照)。

6－5．オーナーは，艇を計測状態の川意をする（7．計

測状態を参照)。

6－6．計測貝は，実測を行う。実測に際しては，オー

ナーまたはオーナーに任命された責任を持った代

理人が1名以l立ち会うこと。立会いの際には，

次の書類を用意しておくこと。

a.進水年月|lを証明するもの。b.設計者や造

船所がlﾘ1記されたカタロク等。

c、記入済みのIMSレギュレーションチェック

リス|、

6－7．計測貝は，実測のデータを整理して計測委員会



7-11.インサイドバラストを搭載している場合には，

固定してあること。また，それらの正確な搭載位

置と重量を計測貝に申告出来るようにしておくこ

と。

7－12．アンカー及びアンカーチェインは，通附の保管

場所に固定し，アンカーローブをマスト前方に収

納する場合には，マス|､の後ろの床の上に置くこ

と。

7－13．すべてのタンク（燃料，水，等）は，すべて空

にすること。排帯用タンクを使川している場合に

は，収納位置を明確にして固定しておくこと。

7-14.ビルジ（水垢）は，排,ll',してないようにしてお

くこと。

7－15．スピンポールを2本川意しておくこと。1本し

か待たない艇は，同サイズ艇より借用するなどす
へ

ること。

※その他詳flllについては。IORPARTIIを参照して下

さい。

8．計測証書について

計測証書は,NORCチーフメジャラー（計測委員会

委典長）の将名とオーナーの料名がされて初めてｲj効な

ものとなります。また，計測証許は計測時備占All録（イ

ンベントリーリスト）と対のものです。レース'|ﾘは，計

測iill譜を艇|ﾉ1に保間:しておかなければなりませんので，

計illll時備品ll録や他の普類と共にファイルなどしておく

ことをお勧めしますが，また，レース'l'し込みの|際に計

illlil箸のコピーを提IIII,することが義務となっていること

がありますので､，コピーを数部川意しておくことも合わ

せてお勧めします。

征年ルール改正が11]に施ｲrされるのて､､，すべての計

gl'l証書の有効期限は12月末Ⅱとなります｡改造等の変史
としていなければ次年度には史新の手統きを行い，新し

く証書の交付を受けなければなl)ません。改造などを行

った場合には証書は無効となり，変更筒所の実測を受け

て新証書の交ｲ､l･を受けなければなりません。なお，算H｣1

復原ﾉJ消失角度が103度未満のヨシ|､には,IMS証書は

発行されません。

9．クルー重量の宣告について

1991年度よりIMSて､､は，クルー重域リミッ|､がその

65％までの範囲内で,自己申告て、きるようになりました。

クルー重量リミットをI皇|艇の実情に合わせて変史するこ

とによって（計算上のスタピリテイー及び排水量が変わ

るのて､､)IMSタイムアローワンス値をI|艇に合ったも

のに変える事がて､きます。クルー重量LII告は，再計測扱

いとなります（クルー重量リミットを変更すると，計算

上の復原力ii'i失角度が変わる11能性があります。ご注意
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下さい）

10．レース結果算出方法

IMSて叡は，ハンディキャップ。はその艇が1マイルI帆

走するのに何秒必要かという形て､表わされます。これは

TA(タイムアローワンス）と呼ばれ,IMSではレー

スのコース種類%'1および風速別により表示されますので，

レース主催者はコースの種類と通川風速を決めて各艇の

TAを決定します｡TAは1マイルに必要な時間て､､あり，

実際の所要時間(ET)との差を{|!!して修正時間(CT)

として各艇の修正時間を比較して順位を決定します。次

式参照CT=ET-TA×D

したがって,CTが0に近いほど速いということにな

りますが，理論l1よI)速く走った場合には,CTが0よ

り小さくなることもあるのて､､，エントリーの中から埜本

になる艇を1隻決めて，その艇のTA×Dを全艇に加え

ることにより表示がマイナスにならないようにすること

もあります。

また，その他にもコンピュータにより最適な風の''1を

走ってきた艇を上位とするようなﾉﾉ法もあります。

IMSの計測証苫には，その艇の理論上のスピードが

1マイルに要する秒数という形て表示されているために，

レース結果の算H1Iのみならず,H剛の艇のチューニンクﾞ

に役立てることもnl能て､､あるため，非常にｲj効なものてﾞ

す。

11．計測員リスト

計汕l典は専従て､､はありません。所属支部に両|測貝のい

ない支部て叡は，近くの計測員にごｲ'1談下きい。

|則M〔支部1ﾉﾄ朧榊災TEL:0466-22-0805(a)TEL:0466-24-3120(!'|)

矢嶋滋TEL:03-3207-0680(H)

"1I1湾蛾|I1<|ﾉ､l’隣ﾉ《TEL:0559-22-2152(会）′l､EL:0559-49-0559(I'I)

東海支部イビ川幸-RII'I､EL:052-582-5511(ff)'I､EL:0572-55-3599(自）

|ﾉ､l抑支部販啄功_皇TEL:0799-24-0401(会)TEL:0799-22-9311(ILI)

IIW|ﾉ1櫛支部川村ifi久′l､EL:082-885-1171(f)'l､EL:082-278-0904(H)

本部肌繁伽l･TEL:03-3504-1911

211I入

社|寸|法人日本外川帆走協会計測委員会

〒105港区虎ノ門1-11-2

輔二船舶振興ビル5階

'i"FO3(3504)1911

レース中 のお知らせ

ウラジオストック｢|jの半情により,11本抑レースて￥

II11巾～小樽のオフシヨアレースが1I11l話となl)ました・
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夢

多田雄幸さん亡くなる
llill''|のBOCチャレンシ・シング

ルハンド・I||界-IIWレースで､兄'lfク

ラス優勝を果たし,ll1界にその橘を

知じ,しめた，’'水を代炎するショー

|､.ハンド.レーサー多lll雄､憎きん。

多lllさんは今|'1|の|!ilレースにおい

ても，｜'|作のヨットて､挑戦してﾉ亡筑

な姿を兄せていましたが，シドニー

で無念のリタイアの後，みずから，

そのﾉ|椎に終llx符をｲIたれました。

あまl)にも急､なて､､きごとて、したの

て諜，，洲|||についてはお知らせて､きま

せんが,BOCﾁｬﾚﾝゾのﾚｰｽ･

ディレクター,MarkSchradel-さ

んのコメントをお借りし，この,i,&lili

にて多lllきんのご冥隔をお折l)IIIし

｜Zげたいと,W,います。

「多lllkif:f氏は1983fi;-の第ll!ilレ

－スにおいてクラスIIて優勝し，技

術的にも!li越したヨットマンてゞ した《

今''1|のレースは，｜'|分|'|身で､1没I汁，

姓造したヨシ|､の‘|'|自能にイ《ili'ijな,','|(

がﾉ|とじ，レース統ｲj･に懸念を感じ

たため，シドニーて．リタイアしまし

た。

/i､|'ilの悲劇的な1'i水に，彼を):llる

人は深い悲しみを感じています。，准

からも愛されたﾉ、て’した。索ll,'iらし

い人間'|1,l,'ill川に対する優しい心〈

Ijfl),非淵に‘鬼火な心は,il"がI惚､め

るところで､す。BOCチャレンジ関

係渦-は，人Ujな友を失ってしまった

ことを心かじ』残念に,W,います」

(StatementbyMarkSchrader,Ra

ceDirect()1､TheBOCchallenge)

」{緋ｲ協ﾉJ/Wl'l''{i,兼

写真提供舵社

与昼
＃

ニューポートでスタートを切る今回のレ

ースの「コーデン・オケラⅧ，
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墓礎編海の失職
蹄白操縦士免許を取得していないクルーの方では不定期で，『基礎編一海の知識集一』を掲

が最近多いと聞く。クルーに免許は必要ない。載することにした。船舶免許をお持ちの方には

だが，法令，船体構造等の知識は，知らねばな退屈な内容であろうが，上記趣旨を汲みとり，
らないことがらである。そこで『オフショア」こ理解いただきたい、

灘

Fb

海と船の法律集（抜すい）

(A))海上衝突予防法（抄録）

（総則）

第1条(3)の4機間を用いて推進する船舶で､あって

も，帆を用いていて動ﾉJを用いていないときは，

liﾘ'L船とみなし，伽力を川いているとき船舶は,IIIL

を川いているといないとにかかわらず,動ﾉJ船と

する。

（11）「短音」とは，約1秒|川継続する吹鳴をいう。

（1）｢災音」とは，4秒間から6秒間まて､､の継続する

吹I!‘をいう｡

（霧中等における信号）

第15条2の(2)l1ﾘ枡什にあっては，フオク’・ホーン

3の(3)航行中のllI佃合は,1分間をこえない間陥て､，

右げん開きのときは11''lの吹鳴左げん開きのとき

へは巡統した21''|の吹鳴，Ⅱ披後から瓜を受けるとき

は連続した31Ⅱ|の吹鳴を行わなければならない。

3の(9)ろかい舟及びろかい舟以外の挺さ12.19メート

ル未満の船州Iは，前各号の信号を行うことを要しな

い。ただし，これらの慌号･を行わない場合は,1分

間をこえない|H1隔て他の有効な音響による信号を行

わなければならない。

（帆船の航法）

第17条．2隻の叩'雌が互いに接近し，衝突のおそれがあ

る場合は，その碗去については，左の各号による。

（1）2隻の船舶の風を受けるげんが異なるときは，左

げんに風を受ける船舶は，右げんに凪を受ける船舶

の進路を避けなければならない。

（2）2隻の船舶の風を受けるげんが同じであるときは，

風上船舶は，風下の船舶の進路を避けなければなら

ない。

2前項第2号の規定の適用については,風の方|hlは，

､.=P:,

メインスル（横IIIIJ船にあっては，最大の縦帆）の張

っている側の反対側を風上とする。

（動力船と帆船とが接近する場合の航法等）

第20条動力船とli'j'l船とが互いに衝突のおそれがある方

li'lて進行する場合は，動力船は，第24条(追越し船）

及び第26条（漁ろうに従礪している船舶）に規定す

る場合を除き,''1腿の進路を避けなければならない。

2前項の規定は．狭い水道において,1i1珊合が，その

水道の航路筋しか航行で､きない動力船の安全jm航を

妨げることがて､､きることとするものて､､はない。

（針路信号等）

第28条（1）針路を右に転じているときは短音lm1

（2）針路を左に転じているときは短音21111

（3）機関を後進にかけているときは短音311'｜

（遭調言号）

第31条船舶又は水上航空機が遭難して他の船舶又は陸

岸からの救助を求める場合は，次の各号に掲げる信号

の全部又は一部を用いるものとする。

（1）約1分間のⅢl隔で行う1回の発砲その他の爆発によ

る信号

（2）霧中信号器による連続音響の信号

（3）短時間の間隔で発射され，赤色の星火を発するロ

ケッ|､又はりゅう弾による信号

（4）無線電信その他の信号方法によるモールス符号の

「－－－－－－－－－」の信号

（5）無線電信による「メーデー」という語の信号

(6)|fl際旗りゆう信号によるNCの遭難信号

（7）方形旗であって，その上又は下に球又はこれに類

似するものl｛|古lの付いたものの信号

（8）船舶上の発炎（タールおけ，油たる等の燃焼）に

よる信号

（9）落下さんの付いた赤色の炎火ロケツ|､又は赤色の

手持炎火による信号
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(10）オレンジ色の煙を多量に発する発煙信号

(11)左右に伸ばした腕を繰り返しゆつ<l)ltドさせる

信号

2船HI'l又は水上航空機は，避難して救助を求めている

ことを示す月的以外に，前項の信号又はこれと混同

されるおそれのある信号を行ってはならない。

(B)海上交通安全法（概要）

海上交通安全法は，

東京湾（浦賀水道航路及び中ノ瀬航路）

伊勢湾（伊良湖水道航路）

瀬戸内海（明石海峡航路）

〃（備讃瀬戸東航路，宇高東航路及び宇高西航

路）

〃（備讃瀬戸北航路．備讃瀬戸南航路及び水島

航路）

〃（来島海峡航路）

の3海域て､､の海上交辿ルールを定め，その安全をlXlるこ

とを目的としたものて､､ある。このような混雑の激しい海

上交通の安全を守るには，輻轄（ふくそう）海域のため

特別の交通ルールを耐泣することが必要て翻あって，今ま

での海上衝突予防法と港則法だけて､は，交通安全確保が

不充分のため，海_'1交迪安全法のような特別な交通ルー

ルが制定され，この海域においては海上衝突]晶防法に優

先し，また今まて政令によって定められていた特定水域

航行令は廃止されたので､ある。

帆走艇とこの新しい法律と関係は，

1.この海域て､､は，海上衝突r防法第20条第1項によ

って認められていた，巾jl船が汽船を避航させる権利

の適用がなくなり,IW船の他の船舶を避航しなけれ

ばならない義務がり.えられた（法第3条，第1項及

び第2項)。

2．特別な扱いを受ける船舶の灯火，標識を知らなけ

れば，この海域の航行がで､きない。すなわち「巨大

船」「漁ろう船等」「危険物稜1柵}」「長大物えい舟湖合

等」「緊急船舶」は特殊な灯火，標識を掲げる。

3．従来，他の船舶が接近してくるときだけilij舷灯を

掲げればよかったllliL走艇も，この法律の適川される

海域では，これからは常時これを掲げ､ておかなけれ

ばならない。

4．ヨシ|､は強いて航路内をjmる必要はない。

5．帥'齢を横断するときは，なるべく航路に直角に横

断すること。

6．〃鵬内では錨泊（他船への繁留も含む）は禁止き

れている。

7．浦賀水道航路，明石海峡航路，備讃瀬戸束航路

伊良湖水道航路及び水島航路を航行する場合は，航

22

路の111ﾘ職の右側の部分を航行すること。

8．汽船が追い越そうとするときは，次のような汽笛

で信号をすることがある。

長音一声に短音一声右舷側を追越す

長音一声に短音二声左舷側を追越す

9.100トン以上の船舶が,航路にll'!入りしたl)航路を

横断しようとするときは，行先を表示するのて､､，そ

の表示を知っておく必要がある。

(c)港則法（抄録）

（法律の目的）

第1条この法律は，港内における船舶交通の安全及び

港内の整とんをlXlるを目的とする。

（港及びその区域） へ

第2条この法律を通川する港は，別表のとおl)とし，

その区域は政令で定める。

（入出港の届出）

第4条特定港に入港したとき又は特定港をILII,港しよう

とするときは，命令の定めるところにより，港長に

届ILI｣,なければならない。

（航法）

第16条21M聯は港内では，帆を減じ又は引船を用い

て航行しなければならない。

第17条船Nl1は，港内においては，防波堤，ふとうその

他の工作物の突端又は停舶船舶を右舷に兄て航行す

るときは，て．きるだけこれに近寄り，左げんに兄て

航行するときは，て､､きるだけこれに遠ざかって航行

しなければならない。

ロープの強度・使用安全率など

へ

1．ロープの寸法

(1)太さ

外接l'lの直径を､m単位で表すが，インチて､表され

ているものは外接円周を示すものて､､,その|對係は8：

1て､､ある。

（例)16cmのロープは2インチロープである。

（2）災さ

ロープの長さは1巻(200)mを定尺としているが,米

英では1巻120尋(219m)とされている。

（3）重さ

麻索は200mを,fli'1索は1mを単位としている。

2．ロープの強度

（1）麻索の切断荷東概算式

嚥『言{;崎伽w睡謡,聯
（2）合成細維索の切断荷重比較表（概略）

1
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(1)熱に弱い

激しく摩擦すると，その部分が熱て融けロープが

傷むので，すれ当てを施す必要がある。

（2）伸び易い

1II1び率が麻索に比して大きいのて、(30～50%)使

川場所に注意が必要である。しかも弾力性があるの

て､戻りについても考慮を払うべきである。

（3）スリップ。し易い

キャフ･スタンやポラードに巻くときスリップ。し易

いことを心得て行うように。

（4）日光（紫外線）に弱い

乾いたロープは藺射日光を避け，なるべくカバー

を掛けておくか,ti蔭に入れておくこと。

4．結索によるロープの強度の低下

（在来のロープの強度に対して）

オーバーハンドノット(l1'il結び)45%

フイギアオブエイ|､ノット（8の字結び）45％

リーフノッ|、（蝶結び)50%

ポーラインノッ|、（もやい結び)60%

フイツシヤーマンズベンド（錨結び）65％

ツーハーフヒッチ（二承結び）65％

ティンバーヒッチ（材木結び）70％

ショー|､スフ｡ライス90%

ロングスフ｡ライス95％

（マニラ索との比鮫）

マニラ索ナイロンテ|､ロンハイゼックス

12．721．5

クレモナT.H.CRP

1．41.8

(3)マニラ索の強度および重量表

’｢マニラ｣索強度および重量表

｜
Ｉ
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ド）ノ（ヤー
ン）ノ散

1()0罰
の!WII
（kg）

1()0#
の靴;：

(kg)

、
ゾ
ー

ー
フ
キ
ー

ｌ
ｒ
ｌ
料
越

ス
ノ
ノ

一
Ｆ
ｒ
、
ノ

破IWiﾉj
（トン）

索のⅢ
(インチ）

破IWiﾉJ
(トン）(インチ1

１
溌
尺
Ｊ
、
叩
邸
ワ
ー

９
‐
ｌ
ｎ
ｊ
７
０
ｌ
ハ
ら
－
３
八
ｂ
，
１
１
０
’
１
３
小
ｂ

勺
ｌ
ハ
Ｊ
－
Ｄ
７
ハ
Ｕ
３
７
訂
ｌ
６
１
６
２
Ｈ

１
１
１
２
２
３
３
４
４

０
９

リ
１
口
【
Ｊ
１
独
り
１
１
【
Ｊ
１
ハ
皿
り
１
人
７
１
‐
４
Ｉ
Ｆ
Ｏ
１
１
，
Ｊ
侭
Ｕ

叩
／
一
八
叩
リ
ハ
叩
ｖ
１
４
Ｌ
ハ
ｈ
〕
〈
ソ
』
ｎ
ｘ
Ｕ
ｆ
Ｕ
ｎ
ｘ
Ｕ
伽
、
叩
｛
‐
ｊ
‐
３
１
４
４
１
１

３
９
９
１
ハ
リ
【
ｉ
八
Ｕ
－
３
－
Ｊ
６
１
Ｆ
抄
１
７

１
？
』
２
３
‐
↓

８
９
１
？
】
１
１

－
４
ｌ
ｌ
４
１
ｌ
ｇ
３
ｌ
ｑ
’
’
４
１
－
２
塁

ｌ
、
１
１
１
ワ
』
２
２
？

１
．
Ｊ

ｑ
〉
・
’
’
十
｛
ｊ
画
１
－
０
９
’
４
９

‐
１
１
２
２
２
３
３

１
’
４
１
－
つ
】
３
－
４

３
１
３

3．使用安全率

麻索動索切断荷重の坏以i､→

静索〃〃％〃

合成繊維索に対する注意

強度において麻索よりすぐれているので利川度はi冑j

〈なったが，次の点に注意が必要である。
窒嘉￥-F－，堕一・ヤ舞一G墨章』～4--や手空や■■砥､でb

ゞ雑了蕊
＝－ 1■■一ロ■■鍵

I■■■■■

兎評教室:I■■垂ﾆｰI■■

ボート免許は

■■■■0
＝

の第一歩てす…~－‐

会員 ーの方ゴ
』NORC の 9

I
ｩ‘"一.｡，.‘陵.。.."÷"一一"一"‘‘‐一"←‘'一'"÷"一‘''.一麟一‘'一割順一‘'｡一÷".。，.割一'‘÷･'｡÷"÷‘''"一鰡一'‘←''一‘"÷"''".。.."÷"一‘'"←‘''.一'"一・'一‘'"一'"一←‘'"一陽一緬一''’一､"~I

！詳しい資料ご希望の方は，下記宛，官製ハカキ，電話,FAXにてお申し込み下さい。1
．－"一一"÷"÷"ゞ ÷"←"一"一"←鰯､一‘÷,÷,‘一"一"一."一一÷Ⅷ.÷"÷"÷‘,一､÷Ⅷ，÷‘,‘÷令÷".÷"÷"一・一、"一一一‘"÷",÷‘'一.÷一一",一÷…←.,←‘‘÷今一"』

プロス･ライセンススクールオフシヨア係

〒'50束京都渋谷区恵比寿西2-2-6EBISUFIVEビル3FTELO3(3780)7051FAX.03(3780)7052
_一＝一一一一一＝二三二二二一
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Q2ダｲｱﾙで海の情報が聞けるﾉ」■
風向・風速，潮流の変化など，ヨシ|､マンならのどか

ら手が出る情報を，リアルタイムて提供するサービスが

登場した。2月9Hより営業を開始した『ナスカ．オ､ツ

ト』である。電話(音声),FAX,パソコン通信の3種

の手段で,情報を提供している。また，掲示板サービス，

伝言板サービスもあり,友人同士のコミニュケーション，

仲間募集などの告知にも利用できる。表に｢オフショアj

読者に関係深いと思われるものを列挙したが，これ以外

にも種々の情報が流されている。

料金設定は少々複雑。これらのサービスを利用するに

は，まず会員になることが必要。ただし電話（音声）サ

ービスの一部は非会員でも利用で､きる。その上で､Q2ダイ

アルのチャージが，電話（音声）で301!l/分,FAXて,

100円／分,パソコン通信で20円/3分かかる。また,Q2

タ、ｲｱﾙが利用できない船舶電話から利川したい方には,

特別会員制度もある。詳しくはお問い合わせを。

テレホン情報案内サービスメニュー

ファクシミリ情報サービスメニュー

尚誹斤の地'-.火気図

過去のjLi天刺刃（前回の天含1XI)

地上天気IXl･予想天気図･I瓜の碓移図の3枚セツ’

予想大気|xl(明朝09時のJ令想IXI)

東海沿岸の漁海況速報

海洋速報（海流）

緬而推測|叉1

台風情報

過去の台肌'|i'i報（前回･IMI'wl111)

へ

富士山レーダーの降水妓新分1j凶及び|塊1束の降水翻寺間f報

関東の風の最新分布図及び過去6時間の風の推移図

関東天気予報一覧及び瞥報・注群R一覧表

l對束WINDインフォメーション(1時間毎の風向肺恵）
茨城県の火気予報及び警報・注意報の詳細

台風|青報(I1本気象協会）
干葉県(外ﾉ〃･ﾉし十九里方面)の天気解説及び艀報･注意報の詳細

注意報・弊報（県別発生状況）
東京湾岸の尺奴解説及び蕃報・注意報の詳糸lH

相憐齋沿岸の犬気解説及び警報・注意報の詳糸lll
茨城県の天気予報風|青報注涛晶・警報（諦川背報）

千葉県 一〃－

静岡県の犬気解説及び瞥報・注意報の詳細

伊豆諾烏の尺気解説及び警報・注誇Hの詳細

関東・甲信越の天気概況及び週間天気f報

東京及び伊豆諸島一〃－

神奈川県 一jf－

静岡県 －〃－

f慰也マリーナ・ショップからのお知らせ

（
Ｉ

関東沿岸の週lNl天気予報（関來lll信地方の概況含む）
マリンスポーツ・レース予定

横浜RAINインフォメーション

’マリンスポーツ・レース結果

黒潮情報（||本水路協会）

パソコン通信サービスメニュー
東海沿岸海水淵度情報（漁業情報サービスセンター）

天気予報・注意報・警報

台風|育報

海象情報

海象・気象の基礎知識

イベン|､情報

ヨット・レース予定，結果

ウィンドサーフィン・レース予定，結果

マリンスポーツ現地|青報

［1］関東地区の現地報告

［2］マリーナ，ショップ情報

マリンスポーツ・ケレンデコンディションI(豚総～東京湾）

マリンスポーツ・ケレンデコンディションII(三浦・湘南～大磯）

マリンスポーツ，ケレンデコンディションⅢ（伊豆半島～御前崎）

湘南･シルフィードからの静止l'l1i典によるケレンデ,交魍情報(3時間毎）

江の島ヨットクラブからのお知らせ

マリーナ，ショップ｡からのお知らせ

マリンスポーツ・レース予定

マリンスポーツ・レース結果

⑬ナスカ･ネット窓045-663-3211FAXO45-663-3212
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ハーケンのレースで鍛え上げたハードウェアは、

堅牢で､美しく､しかも信頼性の高い､ギ装品にそのノウハウを余すところなく生かしていま説

ボールベアリングブロック､超軽量のセルフテーリングウインチ､トラベラーシステムなどを艇にセットすれば、

あなたひとりの有能なクルーを手に入れたも同然ですb

ハーケンは常にレースやクルージングをもっと安全で､もっと快適なものにしたいと考えていま或

AVD
=AV

八一ケンジャパン株式会社〒662兵庫県西宮市西宮浜2-21-9TEL.0798-22-2520/FAX.0798-33-2100
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IORポートのオーナー達にとっ

て，家族の賛同あるいは家族と艇を

持つ喜びを分かちあう事は，カップ･

を得るのと|耐lじくらい難しい事なの

だろう。

「'90KENWOODCUP｣で､はl

llのレースが終わり，我々がホテル

にリ|き上げる時，外国人クルーの多

くが子供の手をリ|き，あるいは肩に

乗せ，夫人と夕食に出かける場lrliに

よく出会った。ll本人クルーの!|｝に

も家族同伴て､やって来ている人達も

いるが，どう兄ても多|玉1人クルーか

ら見れば少数に兄える｡"う。ロパガン

タ、"に乗った4人のキウイ達のうち，

3人までが夫人かガールフレンドを

'1平んて､いた。

今回伊東マリーナをベースとして

行われた"ブルーノート”“スター＆

スター”“う｡ロパガンタ、"によるレガ

ッタは，今まて､あまり行われた事の

ない，ビッグレースヘの合同アブ。ロ

ーチの第一歩て．もあった。

昨年11月末に行われた熱海・伊東

フリー|､の発足レースは好評のうち

に終わったが，参加艇のほとんどが

クルージンク令ポートて､あり，レース

ポートもこんな催しが出来たらとそ

の時思ったもので､あった。

前出の3艇は昨年の「KENWO

ODCUP』までは，それぞれ独

自に練習を行い，準備を終え，艇と

チームをハワイに持ち込んだ。

このシリーズを通じ，色々なパー

ティ等でオーナー達が顔を合わせる

うちに，いわゆる馬が合い始め，『ジ

ャパンカッフ｡」て､はチームBPSを

組み，2位になった。私のl1から見

てこれらのオーナーに共j血する,ID1,(は，

目的を遂行するのに何が東要力，をよ

く分かっている半で､あI),XI'l分だ

けて､楽しもうとしない点て､､ある。彼

らは｣1'.々 と｢'92KENWOODCUP」

にこのチームて､参加する事を表iﾘIす

ると共にう。ロジェクトの一歩を蹄み

ルIした。その典体的な第一歩がこの

レタ、ツタて､ある。チームを糸Mむとい

うのは外|玉'て､､はあたり前の様に行わ

れていて,「アドミラルズカッフ。」

等で､は度々 紹介されている。

2月911に伊東マリーナに集合し

た3艇は，宿舎の伊豆エクシブて､､ま

ず前夜祭のパーティを行った。この

日は3連休の初Hという事もあって

135号線の大渋滞とぶつかり,パーテ

ィ開始時間になってもなかなかオー

ナー，クルー達が到着せず，進行に

支障をきたしたが，終了時間ギリギ

リになって3人のオーナー，家族が

揃い，各オーナーからチーム紹介，

今回の意図が発表された。公式レー

スの前夜なら夜おそくまて､飲みlﾘ1か

す事も無いのだが，今l!1lは親睦を深

める意味でもあり，某セールメーカ

ー代表科･などはかなりごきげんて需あ

った。

Iﾘlけて1()I~Iは曇牢。天気予報では

降水確率が60％を越えており，昼前

からやはり雨になった。

レースは伊東港沖と初,lihを結ぶ海

域て､､1rわれた｡-f定て､､は節lレース：

ソーセージコース，第2レース：初

島をl11lるコースを想定していたが，

あまりの風の無さに第2レースは比

較的風のある海面を選び，変形三角

コースに変更した。

/fl''lのﾚー ｽに臨んで､ｵー ﾅー j筆

の間て､新たな試みが話し合われ，う～

行された。それはそれぞれのチーム

が第2レースには艇を替える事であ

った。この狙いは他艇に乗る事によ

り，システム等参考になる所があれ

ばそれを|"l艇にとり入れるようとす

るのも1つの目的て､､あるが，何より

応用力を養うのが主なII的て､あった。

第1レースは9：50にスタートし，

上下1マイルのコース5レグて競わ

れ,NE6～8Ktの弱い風をうまく

握んだ‘‘スター＆スター，'が11:03:50

フィニッシュした。続いて“ブルー

ノー|､”“プロパガンダ、"の順てあっ

た｡第2レースは12:00にスタートし

た。今度は第1上，サイドマークと
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“ブルーノート”に乗る“プロパガ

ンダ”チームが先行したが，第1下

マークで"プロパガンダ､"に乗る“ス

ター＆スター”チームがトップ･を奪

い,そのままの順位で､13:12:10フィニ

ッシュした。

マリーナに戻った各艇は伊豆エク

シブで､入浴の後車て､､パーティ会場

である“フ･ロパガンタ守”石渡オーナ

ーの別荘へ向かった。あいにく雨は

llまず，予定した屋外て､､のバーベキ

ューパーティはILI1来なかったが，幾

部屋かに分散し，ベランダ及びキッ

チンて料理長が腕をふるった各種バ

ーベキュー，焼きソバ，豚汁それに

各種おにぎりがどんどんアルコール

と共に消化されていった。そんな1'1

て､ハワイて､､の1シーンが他艇のクル

ーと熱っぽく語られるなど，総勢60

名に及ぶパーティは夜遅くまで続い

た。

熱海，伊東はこんなイベントを|＃l

〈には恰好の場所て騨あり協力者も多

い。今IIIIは伊東マリーナの大高氏並

びに長井氏が色々 l配慮して下さ-つた。

このう。ロジェクトが「'92

KENWOODCUP』までに色々解決

しなくてはならない事もあるが，過

去には無かったIORポートオーナ

ーの結束力と強い意志を感じる事が

出来た｡今後がとても楽しみて、ある。

なお5月の『|州〔外洋ヨット選手

ｲ側はこのチームて､臨む事は言うま

で､もない。

熱海伊東フリート

広報担当関恭一郎

一

NORC保険デスクより
■■

へ

基本的な算IIl',方法は次のとおりで、

す。クルーザーレーサータイフ。の場

合,10年定率償却，残存率35%とし

て船体全体のllfimを算出し，その値

の95％が『船体部分」と詔而します。

『NORC標準船価(船体部分)」

は基準となる数値て、すので,±10%範

囲で,!|r,'艇の実勢価格等も勘案し，

調整した上でご提示申し_tげており

ます。

③無事故割引・事故割増制度

「90年度無事故だったから安くな

るでしょう？」との問い合わせが多

いのて､､すが，割引割増制度は本年度

から採川になった内容です。

原則として，本年度1年契約にご

加入いただいた方て無事故の場合，

翌年度．92年度継続契約の際には，

船体・マスト料率が共に割引となり

ます。

一方,半故割増とは,保険事故とし

て保険金を受理した場合，翌年度．

92年度割増保険料によるご契約とな

ります。

今回はお問い合わせの多かった3点

についてご説明いたしました。

皆様の加入申込をお待ちいたして

おります。

1991年度NORC団体ヨシ|､保険

は，新規加入をはじめ＃|締f加入に多

数ご協力いただき,3)llllに3年

｜｜をスタートしました。

本年度は改定内容も多く，パンフ

レッ|､だけでは十分ご理解いただけ

ない様子がお問い合わせをお受けし

ての感想て､､す。

そこて､､，皆様からお問い合わせの

多かったご質問についてご紹介し，

これを参考にしていただき，より多

くの皆様にお申込についてご検討い

ただければと思います。

①NORC標準マスト価額

本年度から初めて登場した単語で、

圭船体の内，マスト素管･ブーム・

ピンポール・ワイヤーリギン・ハ

リヤードを『マスト部分jと称し，

その他の船体部分と区分しており|受

しています。

『マスト部分」は新測肺人{而格と

マスト立て費用の合計額を簸高限度

として，マスト保険金額をお決めい

ただきますが，その目安となる値が

「NORC標準マスト価額」です。

’'1艇マスト部の正確な新測購入価

格は造船所，マストメーカーにおた

ずねいただくことが必要て余す。

②NORC標準船価

本年度から前述の「マス|､部」を

除いた「船体部分jの時価額のl｣安

としてご提示致しております。

[↑1体窓口NORC保険デスク
ル〔京都千代田区神川錦町1－9天理ピル

東南輿産株式会社東成満業所j人j

扣当：有光庄f，腿尼光
TEL?0120-024410FAX:03-3291-2289

NORC認定代理店一覧 1991.2.1現在

TEL・FAX

T：03-3586-6297

F：O3-3584-6203

T：045-212-0309

F：O45-212-0319

T：0428-31-5894

名称・会員名｜〒住所

㈱石川保険

礪務所

fi川昇

107束京都港IX
赤坂3-1-2

AIU赤坂ピル

㈱ｵフィス
・マリン

ニ階堂隆

231横浜'1iI|'区

｜*i仲旭4-49-2

冊久ピル4F

根岸

保険事務所
根岸径樹

198背梅IIj新田]．
848

新町台-?ﾝｼﾖﾝ107

㈱

ピーアイエー

秋【&I康夫
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ｲﾛT

酒jl

A

代理I占

直樹

23(）横浜Ilj鎚兄Iﾒ：
ドボtljl-8-14

I鮒l安ビル2()2

有)タケウチ

エーシジシ

竹内誠

笹|湖帆害

保険サービス

笹岡耕平

538人|坂Ili鎚兄Ⅸ

浜2-4-47

保険の

カトー

加藤幸雄

422牌|帥lIIiイilⅡ

3－15－5

106束京都港区

南I¥lll3-8-l4
パークIIflIl

T・I・C

H･I中斎英

175半lIIlljfu崎
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KATO
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鈴木総合

保険事務所
鈴木幹夫

75半田市吉l{1町

4-108-1

㈱ファ●ミリー

旅行社
寺lH順

5]6－01三.通県

度会郡1打勢町
船越3113

知久

保険事務所
知久艮広

73O広島Iii'|'Ⅸ

甫上兇町2-9-1()3

ll倉敷Ilj児Kb

稗IⅡ町67

(有)片11】

保険事務所
片山彰造

520人i-I1I1i比赦平

1－14－8

エーシエンンー

サワタﾞ

澤田順一
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｢いつまでも現役選手
でいたいですね」

今月のお話し:STCの亀山翠さん
インタビュアー:五十嵐薫

ザ一代家

ヨット界は圧倒的に男性が多く，

NORC会員のほとんども男性で

す。そんな中で活躍している女性

……亀山翠さんにインタビューし

てみました。わずかな女性セーラ

ーたちの励ましになればと思いま

す。

－1U

岨l｣l翠さん……青山学院大学

卒，ヤマハに就職その後，イj楽

IIII西武マリンデスクヘ。STCの

運営を統割する一方，女性だけの

クルー艇“ピンクキッス”のメン

バーでもあります。

』'二…
譜

血
嘩

ﾐ調 ：両

鐸謬'”“嘘司

驫
毎竜琶嘆．

議.､一義錦一焉脅蜀
季;￥弓

･"や生.ャ，司昇
趣A‘蕃弾舅

一

1．ヨット歴

ヨットは大学から始めました。

高校時代はバスケットをやってい

ましたが，大学に入り大学から始

める人が多いスポーツということ

て､､，ヨットに乗り始めました。皆

同じスタートなのでハンディがな

いと思ったからで､す。その頃の青

学のヨシ|､部は女性の最盛期て､，

先輩が10人程いてスナイフ･に乗っ

ていました。その中て、今て．も続け

ている女性は私の他に1人だけ。

今,J-24の“ピンクキッス”に

一緒に乗っている方です。

大学を出てからは，ヤマハの仕

事の関係で船に乗る機会が多かっ

たです。

クルーザーレースをするきっか

けになったのは,Jの前に“カラ

インタビューに応える亀山翠さん

でした。

ということでプロジェクトを塗

みSTCを始めたわけて､､すが，し!‐

11可目は，淋しいことに8艇のエ

ントリーしかありませんて､､した。

当時アドバイザーだった小松さん

と，いっしょはじめました。

今て､､こそSTCも7年目となり，

参加艇数の平均が65艇になりまし

たが……(STCは内容が充実し

ているので，どんどん参力||艇が増

加しました。これも，迎営する方々

の地道な努力の賜と聞いていま

す)ハ

ス”（ハーフトーン）に乗っていた

頃のこと。7～8年くらい前の半

年|H1程て､すが，“カラス”は私たち

女性だけに船を貸してくれました。

そして，その翌年から,Jのレ

ディス全日本が始まりました。

2．STCの発足

有楽町西武開店時に，マリンデ

スクの仕事をはじめました。

STCが発足したのはその時てﾞ

す。きっかけは，クルーザーレー

スの練習のための三角レースがな

かったのて鹸，それを望む声があっ

たから。しかも，当時関東が関西

にレースで負けていて関西に勝つ

ための本格的な練習をしたいと感

じていた人が，少なくありません

3.STCの運営

運営は，以前に比べて楽になり

ました。
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忘れもしない第ll'1l月は大西が

吹き，本部船は逗一fのヨットて、し

た。でも，今は丸-|･丸の協力のお

かげて．，とても助かっています。

丸十丸は遊魚船て､､すが，レースに

ついて勉強していただき，レース

に使えるよう計器を城せていただ

きました。今て､､はどんな時にも，

雌艮のスター|､位世を作ってくだ

さるし，本当にありがたいと思っ

ています。

現在，運営は7人位で行ってい

ます。ほとんどがボランティアの

ノノで､す。STC1'111は1人2役3

主もこなして乗り切っています。
、事スタートした後は…”･ゼネリ

コがなく，スター|､前の凪のふれ

もなければ．…･･レースの度にホッ

と胸をなで下ろしています。運営

を手伝って下さるﾉﾉ,大歓迎て叡す。

コミッテイをしてレースを観察す

るのも，いい勉強になると思いま
身～

9o

今|ｲ1っているのは，カテゴリー

Bのこと。ヨシ|､協会にi二|｣請を出

したら,NORCから，こららに

II1請を出すようにと言われました。

STCとしては，ヨット協会とN

ORCが話し合って，オーソリテ

ィーのルールを決めて欲しいと思

います。NORCとヨット協会が

よわりを線引きしようとする風潮
あるようです。そこに，日本の

ョシ|､界が発展しない原|大lが1つ

あるのではないでしょうか。

１
１
１
１
１
、

ワ
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一
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可誹磑皇＝‐
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了一・
$含む

竺一｡画 ~

STC運営中の亀山翠さん

そして，男性から言われたことだ

けやりがちて､､す。女性だけなら，

|'|分達で船を動かしているんだと

いう，おもしろさがあります。そ

こが魅力て譲す。

4．女性セイラーとして

確かに女性だけのチーム‘‘ピン

クキッス”では，パワー不足を感

じています。J-24は体重制限400

kgですが，私たちの場合，今のと

ころ6人て・も300kgて、す。それ以上

たくさん人がいても狭くて動けま

せんから…。

女性だけのチームliil士のレース

て騨は，そういう意味からいけば体

重等のハンディがなく同じ条件な

ので，問われるのは腕の差です。

男性と混合のチームだと，女性

は男性を頼ってしまうし，男性は

女性をかばってしまいがちで､す。

男性と一緒だと，自分の責任て､判

断を下すことが難しいですよね。

5．これからの抱負

いつまでも現役選手でいること。

そのためには，いって・も元気て船

に乗れるよう，体力をつけておか

なければなりませんね。

そして，参加艇にSTCて．|､レ

ーニンク翻をして良かったと思って

もらえるような内容て叡，これから

もSTCを続けていきたいなと思

います。

STCの運営はみなボランティアで支えられている

:I
脚駒圭

菩斗

皇雪与
干押

卜

了す

ｰ

､

、

’I
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■新設支部紹介常磐支部
松井利簡にも20側延ぐらいは置けるのて､はない

この度，皆様の仲間入りする常磐かと思われる，湘南港にも優るとも

支部の紹介をさせて頂きます。総勢劣らぬような大きさて､､す。

50人足らずの小所帯て､､すが，宜しく大洗フリートは,茨城県の'|1央,水

お願いします。戸巾の東隣に位置し，太平洋を望む

常磐支部は，いわきフリー|､と大大洗港を中心にした大洗海洋クラブ

洸フリートの二つからなっています。の有志です。｢磯で名所は,大洗様よ

いわきフリートは，端から端まて､､6‐－イソデネ」の磯節て､有名なところ

kmはある,|flの重要港湾て､あり，国て､すから皆さん良〈ご存じでしょう。

際貿易港である小名浜港を中心にぃヨシ|､よl)お酒で酔って,「ヨットヨ

わき七浜に散在する，福島県外洋帆ツト」と言うほうが得意かもしれな

走協会いわきフリー|､の有志がメンい,賑やかなお祭り好きな連'l!て硬す。

バーとなって結成したものです。夏町も観光立町て譲すのて醸，影に'1向に

祭りには，地域と一緒になって，体川と協ﾉ」し，地域の発股に寄l7して

験剰什とかボー|､天国とか攻いは海おります。大洗も目下マリーナを建

捌救助訂||練などレース以外にも色々設I|!て､，今年中には，供用開始にな

と活躍しております。る予定て､す。

いわきでは，今，小名浜港の西側この二つのフリート間の外洋ヨシ

にマリーナを建設!|!で，今年の秋頃トレースを企画したのは昭和58年て､､，

より一部供用開始され，：､'た成5年に実施に移されたのが昭和60年て鹸す。

は完成し，7年には，第501'II国体の始まって既に6回，毎llll20艇くらい

ヨツトレースの本拠地になります。て傘すが，楽しくレースを行っていま

このマリーナは，即外洋て､すのて､､デす。毎年9月15日頃レースを行って

インギーよりは，クルーザーI61きといますので，どうぞ参加して〈ださ

言われていて,完成の暁には,30～40い。

フィー|､の艇200艇が係留され,陸置このレースも段々発展させて,銚子

→大洗→小名浜‐相馬→松島と言っ

たコースて束|ごI本のメインイベント

になれないか，一つの夢で､はありま

すが,叶えられる様努力しますので，

皆様からのご協力もお願いいたしま

す。

支部の概要

1．支部名常磐支部

2．事務所所在地いわき市泉町

三丁目11-1松井利簡

方

3．管轄福島，茨城両県近海

4．いわきフリート
ヘ

参力Ⅱ人員31名

参加艇数15艇

5．大洗フリート

参力II人員19名

参加艇数7艇

小名浜マリーナ1府瞼イラス’

■新登録艇紹介

3336タックX-412西宮

41.0f×32.2f×3.9×2.2m◎オ

ーナー氏名／小ll',拓巳◎艇名の由

来／オーナーのニックオ､－ムが，タ

クちゃん,からタックとなりました。

オーナーの名前，タクミ→タクちゃ

ん→タックとなりました。スウェー

デン語で､タック(TACK)はあり

がとう，という意味もあります。◎

これからの抱負／楽しく安全に，お

酒を飲みながら，かつオシャレにク

ルージングにレースに頑張っていき

たいと思います｡◎クルーの顔ぶれ／

神戸一のグルメ古屋進，ポースン片苦情を頂きました。そこで，お詫び

山博仁以下，松岡哲夫，寺lll一友，の意味を含め，『新艇紹介｣原稿を募

寺井彰，相馬玲子，松原峰吉，斉藤集します。条件は過去に『オフシー

ー，松井孝夫。◎その他NORCへア」誌上において紹介原稿ｶ掲載

の要望／グルメなクルージングが兼れていない会員艇の皆さま（会友艇

ねられるような，レースがあればいは除く)｡｣記条件を満たせばン十年

いと'W､います。前の『新艇」でもけつこうです。密

ってご寄稿Fさい。なお，今号の記

新艇紹介原稿募集事にならい，同一の質問にお答えい

従来より，新規登録艇の皆さまにただくようお願いいたします。

は,NORC本部より『新魑目介」

原柵をお願いしております。しかし

ながら，事務手続上の行き違い等に

より，「原稿依頼がこなかった｣との

今月の表紙：2月に行なわれたSTC

レースは，快晴蜘軋のレースとなり，相

模湾の奥にクッキ'ﾉと富士山が見える－

日だった。（撮影／田口蕃） ｜I
OFFSHORE第190号平成3年3111511発行

毎Ⅱll''ll5H発行

昭ｲⅡ52年7月21日第三櫛郵便物認口j

l部定価300円（郵送料46111)

苑1－『社|寸l法人11本外洋帆走協会

束）i(都港|ﾒ虎ノ1''11-11-2(第2船舶振興ビル5階）

岻沽・東京03(3504)1911～3〒105

郵便振替番号2-21787

叩MIIIIII宏印刷株式会社



ﾖｯﾄ‘ﾓーﾀーボーﾄ総合保険
東京海上火災保険株式会社

住友海上火災保険株式会社
お問合せ先：会員代理店またはNORC保険デスク(フlノーダイヤル0120-024-410)
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風を知るｸルーザー

YAMAHA

§瀞

灘
Lだ､gthoverall:8,56m､

Beam:.2.96m

DisplaCemeTit目2.5Ⅸ)kR

:．､BallasI8,847.k屑

TbtaIsail､ar“:35m？

へ

潮風が頬をかすめるたびに、

こころは海に染まってゆきます

ファーストﾌｲﾆﾂｼｭを狙うか､クルージングを楽しむか

自由気ままに､YAMAHA-28s｡

気付かなかった海の魅力に、

出会えそうな予感がします

●全長8.56m●水線長7.20m●全禍2.96m●吃水】､80m●完成症■2.500kg

●ハラスト馳昌847k月●全セイル面檎35両'』●ハース数6一"

日報礁識議謝輔､'噸諦箇"NEW
-:･2GM-2OB付法定安全働品が含まれています

オプション､船舶検査雷用.運賃．j肖費*兇は含まれていません

は だかの
ア
》

ア
》 ろ。

ヤマハ製品についてのお問い合わせは.下記までとうそ

｢IHIOOIMAHIN[llf[!安全がﾏﾘﾝｽポーﾂの基本で士
■天気予報を確認して､無理のないセイリングを轍■法規やマナーを守りましょう_■立入禁止水域や船舶航行の頻繁な水域は

避けましょう｡■点検･整備を忘れずに.■乗船前に､免許と法定備品の確認を｡■漁業者に迷惑をかけなし､ようにしましよう。
●カタロク'こ‘希望の方は､艇名･雑誌名を明記のうえ､右記まて．〒438静岡興馨田市新貝250Oヤマハ発動機株式会社広報室宣伝課

ヤマハ関西㈱

ﾔﾏﾊ中国㈱

ヤマハ四国㈱

ヤマハ九州(株

北海道ヤマハ㈱･･･盆011-612-1060

ヤーマハ東北株'･･…･念022-235-1O31

ヤマハ東京{棟"…念03-3444-9971

ヤマハ中部{桧'．｡････壷052-913-2121
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